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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツ管理システムが、ユーザアカウントと関連付けられた装置のプレゼンスアプ
リケーションから、前記プレゼンスアプリケーションとは異なり且つ前記プレゼンスアプ
リケーションから監視されるネイティブアプリケーションのネイティブプロセスと関連付
けられたユーザインタフェース要素とのユーザインタラクションを記述するプレゼンス情
報を受信する工程であって、前記ネイティブプロセスは、該装置に記憶され且つ該コンテ
ンツ管理システムと同期されたコンテンツアイテムにアクセスし、前記プレゼンスアプリ
ケーションは、各々が複数のネイティブアプリケーションのうちの異なるネイティブアプ
リケーションと関連付けられるユーザインタフェース要素を同時に監視するように構成さ
れ、前記プレゼンスアプリケーションと前記ネイティブアプリケーションの両方とも前記
装置に記憶され且つ前記装置によって実行される、工程と、
　前記受信されたプレゼンス情報に基づいて、前記コンテンツ管理システムと同期される
前記コンテンツアイテムに対応するプレゼンスレコードの集合を更新する工程であって、
各プレゼンスレコードは、前記コンテンツ管理システムと同期される前記コンテンツアイ
テムと相互作用する前記装置の監視されるユーザインタフェース要素の、プレゼンス状態
と識別子とを識別する、工程と、
　前記コンテンツアイテムを同期させる装置の集合であって、当該装置の集合の各装置は
、該コンテンツアイテムのローカルコピーを維持し、該ローカルコピーを前記コンテンツ
管理システムに記憶された前記コンテンツアイテムと同期させる、装置の集合を判定する
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工程と、
　前記コンテンツアイテムに対応する前記プレゼンスレコードの集合に基づいて、前記ユ
ーザアカウントと関連付けられた前記装置の前記ネイティブアプリケーションが、前記コ
ンテンツ管理システムと同期される前記コンテンツアイテムを開いたことを判定する工程
と、
　前記コンテンツアイテムを同期させる前記装置の集合に、前記ユーザアカウントに関連
付けられた前記装置の前記ネイティブアプリケーションが前記コンテンツアイテムを開い
たことを通知する工程と
　を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記記憶されたプレゼンス情報は、各装置が前記コンテンツアイテムを編集しているか
否かをさらに記述することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記コンテンツアイテムを同期させる前記判定される装置の集合は、前記装置が前記コ
ンテンツアイテムを閲覧していることを記述する前記プレゼンスレコードの集合のプレゼ
ンスレコードと関連付けられた装置から判定されることを特徴とする請求項１又は２に記
載の方法。
【請求項４】
　前記受信したプレゼンス情報に基づいて、前記装置のプレゼンス状態が変化したか否か
を判定する工程をさらに有することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項５】
　前記コンテンツアイテムに関する他のプレゼンス情報が、該コンテンツアイテムが編集
されていることを示す場合、前記プレゼンス状態は変えられないことを特徴とする請求項
４に記載の方法。
【請求項６】
　前記受信されるプレゼンス情報にはチャットメッセージが含まれることを特徴とする請
求項１から５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　命令を実行するプロセッサと、
　命令を含む記憶媒体と
　を備えたシステムであって、
　前記記憶媒体が含む命令は、前記プロセッサにより実行された場合に、前記プロセッサ
に、
　ユーザアカウントと関連付けられた装置で動作するプレゼンスアプリケーションから、
前記プレゼンスアプリケーションとは異なり且つ前記プレゼンスアプリケーションから監
視されるネイティブアプリケーションのネイティブプロセスと関連付けられたユーザイン
タフェース要素とのユーザインタラクションを記述するプレゼンス情報を受信する工程で
あって、前記ネイティブプロセスはコンテンツ管理システムと同期されたコンテンツアイ
テムにアクセスし、前記プレゼンスアプリケーションは、各々が複数のネイティブアプリ
ケーションのうちの異なるネイティブアプリケーションと関連付けられるユーザインタフ
ェース要素を同時に監視するように構成され、前記プレゼンスアプリケーションと前記ネ
イティブアプリケーションの両方とも前記装置に記憶され且つ前記装置によって実行され
る、工程と、
　前記受信されたプレゼンス情報に基づいて、前記コンテンツ管理システムと同期される
前記コンテンツアイテムに対応するプレゼンスレコードの集合を更新する工程であって、
各プレゼンスレコードは、前記コンテンツ管理システムと同期される前記コンテンツアイ
テムと相互作用する前記装置の監視されるユーザインタフェース要素の、プレゼンス状態
と識別子とを識別する、工程と、
　前記コンテンツアイテムを同期させる装置の集合であって、当該装置の集合の各装置は
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、該コンテンツアイテムのローカルコピーを維持し、該ローカルコピーを前記コンテンツ
管理システムに記憶された前記コンテンツアイテムと同期させる、装置の集合を判定する
工程と、
　前記コンテンツアイテムに対応する前記プレゼンスレコードの集合に基づいて、前記ユ
ーザアカウントと関連付けられた前記装置の前記ネイティブアプリケーションが、前記コ
ンテンツ管理システムと同期される前記コンテンツアイテムを開いたことを判定する工程
と、
　前記コンテンツアイテムを同期させる前記装置の集合に、前記ユーザアカウントに関連
付けられた前記装置の前記ネイティブアプリケーションが前記コンテンツアイテムを開い
たことを通知する工程と
　を実行させることを特徴とするシステム。
【請求項８】
　前記命令は、前記プロセッサに、
　前記コンテンツアイテムと関連付けられた複数の装置に対して、前記装置の各々が該コ
ンテンツアイテムを閲覧しているか否かを記述する記憶されたプレゼンス情報を維持する
工程と、
　前記受信したプレゼンス情報に基づいて、前記装置に対して記憶されたプレゼンス情報
を更新する工程と
　をさらに実行させることを特徴とする請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記コンテンツアイテムを同期させる前記判定される装置の集合は、装置が前記コンテ
ンツアイテムを閲覧していることを記述するプレゼンス情報と関連付けられた装置から判
定されることを特徴とする請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記記憶されたプレゼンス情報は、各装置が前記コンテンツアイテムを編集しているか
否かをさらに記述することを特徴とする請求項８又は９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記命令は、前記受信したプレゼンス情報に基づいて、前記装置のプレゼンス状態が変
化したか否かを判定する工程を前記プロセッサにさらに実行させることを特徴とする請求
項７から１０のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記受信されるプレゼンス情報にはチャットメッセージが含まれることを特徴とする請
求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　プロセッサにより実行された場合に、前記プロセッサに、
　コンテンツ管理システムが、ユーザアカウントと関連付けられた装置で動作するプレゼ
ンスアプリケーションから、前記プレゼンスアプリケーションとは異なり且つ前記プレゼ
ンスアプリケーションから監視されるネイティブアプリケーションのネイティブプロセス
と関連付けられたユーザインタフェース要素とのユーザインタラクションを記述するプレ
ゼンス情報を受信する工程であって、前記ネイティブプロセスはコンテンツ管理システム
と同期されたコンテンツアイテムにアクセスし、前記プレゼンスアプリケーションは、各
々が複数のネイティブアプリケーションのうちの異なるネイティブアプリケーションと関
連付けられるユーザインタフェース要素を同時に監視するように構成され、前記プレゼン
スアプリケーションと前記ネイティブアプリケーションの両方とも前記装置に記憶され且
つ前記装置によって実行される、工程と、
　前記受信されたプレゼンス情報に基づいて、前記コンテンツ管理システムと同期される
前記コンテンツアイテムに対応するプレゼンスレコードの集合を更新する工程であって、
各プレゼンスレコードは、前記コンテンツ管理システムと同期される前記コンテンツアイ
テムと相互作用する前記装置の監視されるユーザインタフェース要素の、プレゼンス状態
と識別子とを識別する、工程と、
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　前記コンテンツアイテムを同期させる装置の集合であって、当該装置の集合の各装置は
、該コンテンツアイテムのローカルコピーを維持し、該ローカルコピーを前記コンテンツ
管理システムに記憶された前記コンテンツアイテムと同期させる、装置の集合を判定する
工程と、
　前記コンテンツアイテムに対応する前記プレゼンスレコードの集合に基づいて、前記ユ
ーザアカウントと関連付けられた前記装置の前記ネイティブアプリケーションが、前記コ
ンテンツ管理システムと同期される前記コンテンツアイテムを開いたことを判定する工程
と、
　前記コンテンツアイテムを同期させる前記装置の集合に、前記ユーザアカウントに関連
付けられた前記装置の前記ネイティブアプリケーションが前記コンテンツアイテムを開い
たことを通知する工程と
　を実行させる、実行可能な命令を含むコンピュータプログラム。
【請求項１４】
　前記記憶されたプレゼンス情報は、各装置が前記コンテンツアイテムを編集しているか
否かをさらに記述することを特徴とする請求項１３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１５】
　前記コンテンツアイテムを同期させる前記判定される装置の集合は、装置が前記コンテ
ンツアイテムを閲覧していることを記述する前記プレゼンスレコードの集合のプレゼンス
レコードと関連付けられた装置から判定されることを特徴とする請求項１３又は１４に記
載のコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　前記受信したプレゼンス情報に基づいて、前記装置のプレゼンス状態が変化したか否か
を判定する工程をさらに有することを特徴とする請求項１３から１５のいずれか１項に記
載のコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　前記コンテンツアイテムに関する他のプレゼンス情報が、該コンテンツアイテムが編集
されていることを示す場合、前記プレゼンス状態は変えられないことを特徴とする請求項
１６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　前記受信されるプレゼンス情報にはチャットメッセージが含まれることを特徴とする請
求項１３から１７のいずれか１項に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１９】
　前記ユーザアカウントと関連付らけれた他のユーザインタフェース要素に対する他のプ
レゼンス情報を受信する工程と、
　前記ユーザインタフェース要素と関連付けられた前記更新されたプレゼンスレコードと
、前記他のユーザインタフェース要素と関連付けられた前記他のプレゼンス情報とに基づ
いて、前記ユーザアカウントのユーザプレゼンスを判定する工程と、を更に含み、
　前記装置の集合に前記プレゼンス情報を通知することは、前記装置の集合に前記ユーザ
アカウントの前記ユーザプレゼンスを送信することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ユーザプレゼンスを判定する工程は、前記プレゼンス情報と他のプレゼンス情報を
ユーザプレゼンスの順序と照合して、前記ユーザアカウントに対する最も高い優先順を決
定する工程を含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記プレゼンスレコードの集合は、前記コンテンツアイテムと相互作用する複数の異な
るユーザインタフェースの識別子と関連付けられた前記ユーザアカウントのプレゼンスレ
コードを含み、更に、前記プレゼンス状態は前記ユーザアカウントに対して、前記複数の
異なるユーザインタフェースの識別子と関連付けられた前記複数のプレゼンスレコードか
ら決定される、請求項１から６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
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　前記複数のプレゼンスレコードのうちのプレゼンスレコードの識別子に対するプレゼン
ス情報が時間の閾値内に提供されたかを判定する工程と、
　前記時間の閾値内に前記ユーザインタフェース要素の前記識別子に対してプレゼンス情
報を受信しなかった場合に、
　　前記プレゼンスレコードに対して「プレゼンスなし」とのプレゼンス状態を生成する
工程、又は
　　前記プレゼンスレコードの集合から前記プレゼンスレコードを削除する工程、とを含
む、請求項１から６のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は２０１４年４月８日に出願された米国特許出願第１４／２４８，１４９号を基
礎とする優先権を主張するものであり、その内容は全体として参照によりここに組み込ま
れる。
【０００２】
　背景
　本開示は一般には装置間で情報を共有することに関し、特に、共有され同期されたコン
テンツアイテムを伴うネイティブアプリケーションのインタラクションについての情報を
装置間で共有することに関する。
【０００３】
　コンテンツ管理システムは、装置がコンテンツアイテムをコンテンツ管理システムや他
の装置と同期することを可能にする。装置は、コンテンツアイテムのローカルコピーを記
憶する。装置上でコンテンツアイテムが追加、削除、及び、編集された場合、これらの修
正は記憶と他の装置との同期のために、コンテンツ管理システムへ送信される。コンテン
ツアイテムとのインタラクションを行うために、ユーザは装置上でネイティブアプリケー
ションを実行してコンテンツアイテムを閲覧して修正するのが一般的である。コンテンツ
アイテムへの修正は、ネイティブアプリケーションの実行とは別個にコンテンツ管理シス
テムと同期してもよい。したがって、複数の装置が特定のコンテンツアイテムを別個に閲
覧し編集してもよい。複数のユーザがそれぞれ同一のコンテンツアイテムを修正した場合
、編集の衝突からバージョニングの問題が生じうる。このような衝突が生じる原因の１つ
は、他のユーザがコンテンツアイテムを並列的に修正していることをユーザが気づかない
ためである。
【発明の概要】
【０００４】
　概要
　以下に説明する実施形態は、コンテンツ管理システムを介してコンテンツアイテムを共
有する一群の装置のユーザが、そのそれぞれの装置においてこの共有されたアイテムとの
お互いのインタラクションに気づくことを可能にする。様々な実施形態において、共有コ
ンテンツアイテムが１つ以上の他の装置上で閲覧又は編集されていることを示すグラフィ
ックおよびテキストの情報が、そのそれぞれの装置のユーザに提供される。さらに、様々
な実施形態において、ユーザは、そのそれぞれの装置を介してそのコメントを通信し、共
有コンテンツアイテムに関する通知の受信を登録することができる。
【０００５】
　様々な実施形態に係る装置は、コンテンツ管理システムにより装置間で維持され同期さ
れた、共有コンテンツアイテムのローカルコピーを記憶する。装置は、ワードプロセッサ
、メディアビューワ、メディアエディタ等のコンテンツアイテムにアクセスするために用
いることが可能なネイティブアプリケーションを有する。ネイティブアプリケーションは
、ウィンドウ等のユーザインタフェース要素内のコンテンツアイテムに関する情報を表示
する。装置は、また、コンテンツアイテムとのインタラクションを監視し、このようなイ
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ンタラクションについての情報を、直接またはコンテンツ管理システムを介してコンテン
ツアイテムを共有している他の装置と通信するクライアントアプリケーションを有する。
クライアントアプリケーションは、コンテンツアイテムとのユーザインタラクションを記
載するデータを含むインタラクション情報を生成する。インタラクション情報は、クライ
アントアプリケーションとのインタラクションと、ネイティブアプリケーションとのイン
タラクションを含む。インタラクション情報は、ネイティブアプリケーションにおいて生
じたプログラムのイベントから判定してもよい。ネイティブアプリケーションのイベント
から判定したインタラクション情報はプレゼンス情報と呼ぶ。ネイティブアプリケーショ
ンのインタラクションにおいて生じたイベントはプレゼンスイベントと呼び、コンテンツ
アイテムのオープン（開くこと）、コンテンツアイテムの編集、コンテンツアイテムの保
存、コンテンツアイテムの名称変更、コンテンツアイテムの移動、及び、コンテンツアイ
テムの削除を含むことができる。プレゼンスイベントは、また、フォーカスを取得し又は
失ったユーザインタフェース要素等の、ネイティブアプリケーションのユーザインタフェ
ース要素とのインタラクションをも含む。フォーカスされたユーザインタフェース要素は
、装置上でユーザ入力を受けたユーザインタフェース要素である。例えば、フォーカスを
有するユーザインタフェース要素は、ユーザがユーザインタフェース要素を介してコンテ
ンツアイテムを「閲覧中」であることのプレゼンス情報を判定するために用いられる。一
実施形態において、プレゼンスイベントは、コンテンツアイテムとのインタラクションを
行っているネイティブアプリケーションとは別個のクライアントアプリケーションにより
収集される。すなわち、この実施形態では、コンテンツアイテムにアクセスしているネイ
ティブアプリケーションに統合されていない他のアプリケーション又はプロセスによって
プレゼンスイベントは収集される。
【０００６】
　さらなる種類のインタラクション情報には、クライアントアプリケーションによって受
信されてもよい、コンテンツアイテムに関するノート、メッセージ、及び、通知要求が含
まれる。メッセージには、他の装置へのチャットメッセージや、コンテンツアイテムとの
（例えば、編集のような）インタラクションを行うというユーザの意図を示すメッセージ
が含まれてもよい。インタラクション情報には、また、バージョニングノート等のメタデ
ータ修正、又は、バージョニング情報ないし以前のコンテンツアイテムのバージョンの閲
覧要求等の、コンテンツ管理システムに記憶されたコンテンツアイテムについてのさらな
る情報に対する要求をも含まれる。インタラクション情報は装置により交換されて、コン
テンツアイテムとの他者のインタラクションに関する情報をユーザに提供する。
【０００７】
　クライアントアプリケーションは装置上のイベントを監視して、ユーザがいつ同期され
たコンテンツアイテムとのインタラクションを行うためにネイティブアプリケーションを
使用しているかを判定する。イベントを監視する１つの方法において、クライアントアプ
リケーションは、ユーザインタフェース要素又はオペレーティングシステムを制御するプ
ロセスを登録して、ユーザインタフェース要素に関連するイベントを受信する。クライア
ントアプリケーションは、そのような全てのイベントを監視してもよいし、同期されたコ
ンテンツアイテムを開くことと関連付けられたあるユーザインタフェース要素のみを監視
するようにしてもよい。プレゼンスイベントが発生した場合、クライアントアプリケーシ
ョンは、ネイティブアプリケーション又はオペレーティングシステムからプレゼンスイベ
ントを受信する。クライアントアプリケーションはイベントと関連付けられたユーザイン
タフェース要素を識別し、そのイベントと関連付けられたプレゼンス情報を判定する。ク
ライアントアプリケーションは、コンテンツアイテムに対するインタラクションが行われ
ていること又は行われたことをコンテンツ管理システムに通知し、プレゼンス情報をコン
テンツ管理システムへ送信する。プレゼンス情報（又は他のインタラクション情報）は直
接他の装置へ送信してもよい。
【０００８】
　コンテンツ管理システムはインタラクション情報を受信し、そのインタラクション情報
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に応答し、あるいは、インタラクション情報の種類に基づき他の装置へそのインタラクシ
ョン情報を送信してもよい。メッセージに関するインタラクション情報は、コンテンツア
イテムと同期された他の装置へ送信される。プレゼンス情報はプレゼンスレコードとして
記憶され、プレゼンスレコードは、一実施形態において、コンテンツアイテム、装置、プ
ロセス、ユーザインタフェース要素、及びプレゼンスの種類（例えば、コンテンツアイテ
ムが開かれていること、閲覧されていること、あるいは、編集されていること）を示す。
インタラクションの順序付けに係るインタラクションの優先度を示すユーザプレゼンスが
判定されてもよい。順序付けの一例において、コンテンツアイテムの編集はコンテンツア
イテムの閲覧よりも高い優先度を有し、コンテンツアイテムの閲覧はコンテンツアイテム
を開くことよりも高い優先度を有する。ユーザプレゼンスはコンテンツアイテムに関する
ユーザのプレゼンスを記述し、いかなる特定の装置、プロセス、又はユーザインタフェー
ス要素への参照を伴わないようにしてもよい。コンテンツ管理システムは、コンテンツア
イテムに関して同期された全ての装置へ情報を送信してもよいし、あるいは、コンテンツ
アイテムに関するアクティブなプレゼンスレコードと関連付けられた装置へのみ情報を送
信してもよい。一実施形態において、装置は、通知のトリガ（契機）となる特定のインタ
ラクションを指定してもよい、コンテンツアイテムについてのインタラクション情報を受
信するためにコンテンツ管理システムに登録する。インタラクションが発生した場合、イ
ンタラクショントリガ情報が通知と関連付けられた装置へ送信される。
【０００９】
　一実施形態において、コンテンツ管理システムでコンテンツアイテムへの修正が受信さ
れた場合、装置は、クライアント装置と関連付けられたインタラクション情報に依存した
アクションを実行するように命令される。例えば、プレゼンスレコードと関連付けられた
装置はコンテンツアイテムが修正されたことを通知され、コンテンツ管理システムはその
装置に、コンテンツアイテムの編集を破棄するか、あるいは、コンテンツアイテムの新バ
ージョンを作成するかをユーザが選択するためのプロンプトを表示するように命令する。
【００１０】
　ネイティブアプリケーションにより開かれたコンテンツアイテムに関する、他のクライ
アント装置に対するプレゼンス情報が受信された場合、クライアントアプリケーションは
、ネイティブアプリケーションのユーザインタフェース要素の近傍のプレゼンスインジケ
ータ内にプレゼンス情報を表示する。プレゼンスインジケータは、受信したプレゼンス情
報と関連付けられたユーザの画像であってもよく、特定の種類のプレゼンス情報や、その
種類のプレゼンスを表しているユーザ数を示してもよい。プレゼンスインジケータを表示
するために、クライアント装置は、ネイティブアプリケーションのユーザインタフェース
要素の境界を判定し、そのユーザインタフェース要素の境界か、あるいは、ユーザインタ
フェース要素を隠さない他の適した位置にプレゼンスインジケータを表示する。例えば、
プレゼンスインジケータは、コンテンツアイテムを含むウィンドウの縁に並んで表示され
た、共有コンテンツアイテムを修正しているユーザのサムネイル画像であってもよい。プ
レゼンスインジケータはまた、ツールバー又はディスプレイの他の部分に表示してもよい
。プレゼンス情報に加えて、他の種類のインタラクション情報を提示してもよい。例えば
、チャットメッセージ、ユーザのプレゼンスについての要求された通知、バージョニング
情報、及び、他のインタラクション情報を表示してもよい。コンテンツアイテムの新バー
ジョンがコンテンツ管理システムと同期された場合、インタフェースはまた、コンテンツ
アイテムの更新をユーザに知らせ、例えば、コンテンツアイテムの以前のバージョンへの
変更の保存または破棄を行うためのオプションをユーザに提供して、ユーザインタフェー
ス要素のプレゼンス情報に基づくオプションを提供する情報を表示してもよい。
【００１１】
　装置は、他のユーザのコンテンツアイテムとのインタラクションに関するプレゼンス情
報を、コンテンツアイテムを表示するアプリケーションのユーザインタフェースとともに
表示する。これにより、ユーザは、コンテンツアイテムに関する他のユーザのアクティビ
ティを、本質的にリアルタイム又はほぼリアルタイムに閲覧することが可能となる。さら



(8) JP 6518261 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

に一実施形態において、プレゼンス情報は、コンテンツアイテムを表示又は修正するネイ
ティブアプリケーションに対する修正又はアドオンに頼ることなく収集される。さらに、
コンテンツ管理システムと通信するためのインタフェースをアプリケーションのユーザイ
ンタフェースとともに提示することにより、ユーザは、コンテンツアイテムが表示されて
いる間、チャット情報を便利に交換し、コンテンツアイテムについてのデータを取得する
ことが可能になる。
【００１２】
　様々な実施形態において、クライアントアプリケーションはさらに、フォルダ又は他の
コンテンツアイテムを収集したもの（コレクション）を閲覧するためのコンテンツアイテ
ムブラウザ（「ブラウザ」）においてプレゼンス情報を表示する。コンテンツアイテムの
コレクションには、ネイティブアプリケーションとのインタラクションが行われてもよい
コンテンツアイテムが含まれてもよく、また、コレクション内のコレクションを含んでも
よい。したがって、コンテンツアイテムのコレクションは階層的に配置してもよい（例え
ば、フォルダ内のフォルダ）ように、各コレクションはそれ自体コンテンツアイテムのコ
レクションであってもよい。特定のコンテンツアイテムのインタラクション情報は、コン
テンツアイテムを含むコンテンツアイテムの各コレクションと関連付けられる。
【００１３】
　説明を明確にするために、ブラウザがコレクションを含むコレクションを表示する場合
（すなわち、フォルダ内のフォルダ）、他のコレクションに含まれるコレクションは編成
要素と呼ぶ。すなわち、ブラウザがコレクションを表示する場合、表示されたコレクショ
ンであるコンテンツアイテムは編成要素と呼ばれる。
【００１４】
　ユーザがブラウザ内のコンテンツアイテムのコレクションを閲覧する場合、ブラウザは
、コンテンツアイテムに関するインタラクション情報を反映する状態インジケータを表示
する。ブラウザに表示された各編成要素は、その編成要素内の、さらなる編成要素等の、
コンテンツアイテムのインタラクション情報を反映したインジケータをも表示する。例え
ばブラウザは、２つのコンテンツアイテムと１つの編成要素のコレクション（例えば、３
つのコンテンツアイテムを含むフォルダ）を表示してもよい。２つのコンテンツアイテム
の各々について状態インジケータが表示されてコンテンツアイテムに関するインタラクシ
ョン情報が示され、状態インジケータが、そのコンテンツアイテム（例えば、フォルダ内
の３つのコンテンツアイテム）とのインタラクションを示す編成要素とともに表示される
。さらなる情報を得るために、ユーザは、コンテンツアイテム又は編成要素を選択し、あ
るいは、その上にカーソルを置いてもよい。あるいはユーザは、ブラウザを制御して、編
成要素により記載されたコンテンツアイテムのコレクションを表示してもよい。ブラウザ
の表示を生成するために、クライアントアプリケーションは、インタラクション情報をフ
ィルタリングして、ユーザに表示されるコンテンツアイテムの編成に関連するインタラク
ション情報を表示する。これによりユーザは、コンテンツアイテムブラウザ内で、コンテ
ンツアイテムの編成と関連付けられたコンテンツアイテムに対するインタラクション情報
を閲覧し、様々な編成要素及びコンテンツアイテムに関する他のユーザのインタラクショ
ンを一目で閲覧することが可能となる。
【００１５】
　また、コレクションに関するインタラクション情報と他のメタデータは、アクティビテ
ィフィードにおいて閲覧しているユーザへ表示してもよい。インタラクション情報と他の
メタデータは、クライアントと同期され表示コレクションを含む共有フォルダと関連付け
られてもよい。アクティビティフィードは、ブラウザに現在表示されているコンテンツア
イテムのコレクションと関連付けられたインタラクション情報及び他の情報を表示する。
アクティビティフィードは、現在アクティブなユーザ（例えば、「閲覧中」等のアクティ
ブなプレゼンス情報を有するユーザ）を、そのユーザにより実行されたアクションや、コ
ンテンツアイテムのコレクションに関する通知と合わせて表示してもよい。これらのアク
ション及び通知は、プレゼンス情報における変更や、あるいは、前述のインタラクション
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情報のような、インタラクション情報に関する他の通知を含んでもよい。特に、これは、
チャットメッセージ又は通知すべき要求等の、ネイティブアプリケーションとともに表示
されるインタフェース要素を用いてユーザにより入力されたインタラクション情報を含ん
でもよい。インタラクション情報に加えて、アクティビティフィードはまた、コンテンツ
アイテム、コレクション、又は（適用可能ならば）共有フォルダへの変更を反映した情報
を表示してもよい。例えば、共有フォルダに対する変更は共有フォルダに追加された新ユ
ーザでもよく、あるいは、コンテンツアイテムへの変更は利用可能になるコンテンツアイ
テムの新バージョンでもよい。ユーザはまた、（例えば、ユーザがプレゼンス情報と関連
付いている、編成要素を含むコンテンツアイテムを識別するために）特定のユーザのため
にフィルタリングしたり、ユーザがコンテンツアイテムに最後にインタラクションを行っ
たのはいつであるのかを識別したり、あるいは、編成要素それ自体に関するインタラクシ
ョン情報（例えば、チャットメッセージ）を追加したりするためにブラウザとインタラク
ションを行ってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　図面の簡単な説明
【図１】図１は、インタラクション情報の通信を含むコンテンツアイテムの同期のための
環境の一実施形態を示す図である。
【図２】図２は、一実施形態に係る装置の様々なモジュール及びコンポーネントを示す図
である。
【図３Ａ】、
【図３Ｂ】図３Ａ、図３Ｂは、装置のデスクトップ表示上におけるユーザインタフェース
要素のフォーカスの変化を示す図である。
【図４】図４は、一実施形態に係るコンテンツアイテムと関連付けられたプレゼンス情報
を判定するプロセスの一例を示す図である。
【図５Ａ】、
【図５Ｂ】、
【図５Ｃ】、
【図５Ｄ】図５Ａ－図５Ｄは、インタラクション情報を表示するユーザインタフェースの
例を示す図である。
【図６】図６は、一実施形態に係る、コンテンツ管理システムのコンポーネントを示す図
である。
【図７】図７は、一実施形態に係るユーザプレゼンスの順序付けを示す図である。
【図８】図８は、一実施形態に係るコンテンツアイテムに関するプレゼンステーブルにお
けるプレゼンスレコードを示す図である。
【図９】図９は、一実施形態に係るプレゼンスレコードの修正とユーザプレゼンスの装置
の更新を行うプロセスを示す図である。
【図１０】図１０は、プレゼンス情報を使用してコンテンツアイテムに対する修正を同期
させるプロセスのフローチャートを示す図である。
【図１１】図１１は、一実施形態に係るインタラクション情報のフォルダレベル表示を示
す図である。
【００１７】
　各図は本発明の様々な実施形態を例示の目的で示しているにすぎない。本明細書に記載
の発明の原理から離れることなく本明細書に示す構造及び方法の代替的な実施形態を採用
してもよいことを、当業者は以下の議論から容易に理解するだろう。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　詳細な説明
　図１は、インタラクション情報の通信を含むコンテンツアイテムの同期のための環境の
一実施形態を示す図である。図１は、装置１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃ（広くは装置１
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００として参照する）、コンテンツ管理システム１１０、及び、ネットワーク１２０を含
んでいる。３つの装置は例示目的のために示しているにすぎない。実際には、本環境にお
いては任意の数の装置が存在してもよい。同様に、全体にわたり記載ないし説明されてい
る他のモジュール又はコンポーネントは、実装者の必要に応じて適宜かつ一般性を失うこ
となく、１つまたは複数のインスタンスを含んでもよい。
【００１９】
　装置１００は、コンテンツアイテムをローカルに記憶、閲覧するとともに、コンテンツ
アイテムをコンテンツ管理システム１１０と同期させる任意の適切なコンピュータ装置で
あってもよい。装置の例には、デスクトップないしラップトップのコンピュータ、ハンド
ヘルドのモバイル装置、タブレットコンピュータ、及び、他のコンピュータ装置が含まれ
る。以下、様々な実施形態における装置１００の動作をさらに説明する。
【００２０】
　各装置１００は、ネットワーク１２０を介してコンテンツ管理システム１１０と通信す
る。ネットワーク１２０は任意の適切なネットワークであり、ローカルネットワーク、企
業ネットワーク、グローバルネットワーク、及び、これらの任意の組み合わせを含んでも
よい。典型的な構成において、装置１００は、有線または無線の通信ネットワークを介し
てローカルネットワークのサービスプロバイダと通信し、インターネットを介してコンテ
ンツ管理システム１１０と通信する。図１に点線で示すように、ある構成では、装置１０
０Ａ、１００Ｂ、及び１００Ｃは、ネットワーク１２０を経由せずに互いに直接通信する
。例えば、装置１００は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続を介した無線、あるいは、ユニバーサ
ル・シリアス・バス（ＵＳＢ）を介した有線接続等の、有線又は無線の接続を介して通信
してもよい。
【００２１】
　コンテンツ管理システム１１０は、装置１００のユーザに対して、コンテンツの共有及
び同期のサービスを提供する。これらのサービスは、ユーザが、他の装置１００のユーザ
とコンテンツを共有することを可能にする。コンテンツ共有に加えて、コンテンツ管理シ
ステム１１０は、変更に応じて共有コンテンツを更新し、複数の装置１００の間でコンテ
ンツアイテムへの同期された変更を可能にする。ユーザは、そのユーザが所有しユーザの
アカウントと関連付けられた複数の装置１００にわたってコンテンツを同期してもよく、
ユーザは他のユーザのアカウントと関連付けられた装置と同期されたコンテンツを共有し
てもよい。コンテンツ管理システム１１０に記憶されたコンテンツは、デジタルデータ、
文書、メディア（例えば、画像、写真、動画、音声、ストリーミングコンテンツ）、デー
タファイル及びデータベース、ソースコード及びオブジェクトコード、レコーディング、
及び、他の任意の種類のデータまたはファイル等の、任意の種類のデータを含むことがで
き、ここではこれらをまとめて「コンテンツアイテム」と称する。コンテンツ管理システ
ム１１０に記憶されたコンテンツアイテムはまた、フォルダ、テーブル、コレクション、
アルバム、プレイリスト等の他のコンテンツアイテムを編成するために、あるいは、他の
データベース構造において（例えば、オブジェクト指向、キー／バリュー等）用いてもよ
い。実際には、ユーザアソシエーション、パーミッション、コンテンツ共有パーミッショ
ンその他に基づいて、様々な装置１００が異なるグループのコンテンツアイテムを同期さ
せてもよい。以下、様々な実施形態におけるコンテンツ管理システム１１０の動作をさら
に説明する。
【００２２】
　図２は、一実施形態に係る装置１００の様々なモジュール及びコンポーネントを示す図
である。装置１００は、ユーザに情報を提供するディスプレイ２２０を有し、あるクライ
アント装置１００においては、タッチスクリーンを有する。装置１００はまた、ネットワ
ーク１２０を介してコンテンツ管理システム１１０と通信するためのネットワークインタ
フェース２２５を有する。例えば、１つ以上のコンピュータプロセッサ、ローカル固定メ
モリ（ＲＡＭ及びＲＯＭ）、並びに、任意に着脱可能なメモリ（例えば、ＳＤカード）、
電源、及び、音声・ビデオ出力のような、マテリアルではないクライアント装置１００の
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他の従来のコンポーネントは図示していない。
【００２３】
　ソフトウェアモジュールには、オペレーティングシステム２４５及び１つ以上のネイテ
ィブアプリケーション２５５が含まれる。ネイティブアプリケーション２５５はクライア
ント装置に基づき変化し、コンテンツ管理システム１１０上に記憶されたコンテンツを作
成、閲覧、消費、及び、修正するための様々なアプリケーションを含んでもよい。例えば
、ワードプロセッサ、スプレッドシート、データベース管理システム、コードエディタ、
画像・動画エディタ、電子ブックリーダ、音声・動画プレイヤー、その他等はこれにあた
る。各装置上のオペレーティングシステム２４５は、ローカルファイル管理システムを提
供し、コンテンツ管理システムのクライアントアプリケーション２００やネイティブアプ
リケーション２５５等の様々なソフトウェアモジュールを実行する。コンタクトディレク
トリ２４０は、例えば、名前、ピクチャ、電話番号、会社、電子メールアドレス、実在住
所、ウェブサイトＵＲＬ等の、ユーザのコンタクトについての情報を記憶する。ネイティ
ブアプリケーション２５５、オペレーティングシステム２４５、及び、コンテンツ管理シ
ステムのクライアントアプリケーション２００のさらなる動作は、以下に説明する。
【００２４】
　ある実施形態において、装置１００は、カメラ２３０、ロケーションモジュール２３５
等の付加的なコンポーネントを有する。カメラ２３０は、オンラインのコンテンツ管理シ
ステム１１０へアップロードする画像又は動画を撮影するために用いてもよい。ロケーシ
ョンモジュール２３５は、例えば、グローバル・ポジショニング・サテライト信号、セル
ラ基地局三角測量法、あるいは、他の方法を用いて、装置１００の位置（ロケーション）
を判定する。ロケーションモジュール２３５は、ロケーションデータを取得し、そのロケ
ーションデータを、例えばカメラ２３０が撮影した画像等のコンテンツアイテムについて
のメタデータに追加するために、クライアントアプリケーション２００が使用してもよい
。
【００２５】
　クライアント装置１００は、様々な手法によりコンテンツ管理システム１１０にアクセ
スする。クライアントアプリケーション２００は、ユーザインタフェースを介した共有フ
ァイルへのユーザアクセスと他のアプリケーションのためのプログラム的なアクセスの両
方を提供する、コンテンツ管理システム１１０のサービスへのアクセスを提供する専用の
アプリケーション又はモジュールとすることができる。クライアント装置１００はまた、
ウェブブラウザ２５０を介してコンテンツ管理システム１１０にアクセスしてもよい。こ
れに代えて、クライアントアプリケーション２００は、オペレーティングシステム２４５
が提供するローカルファイル管理システムにコンテンツ管理システム１１０へのアクセス
を統合してもよい。コンテンツ管理システム１１０へのアクセスがローカルファイル管理
システムに統合された場合、コンテンツ管理システム１１０において維持されたファイル
編成方式は、クライアントアプリケーション２００と連携してオペレーティングシステム
２４５によりローカルファイル構造として示される。クライアントアプリケーション２０
０は、スタンドアロン・アプリケーション、アプリケーション・プラグイン、あるいは、
ブラウザ拡張等の、様々な形態をとってもよい。クライアントアプリケーション２００は
、ユーザインタフェースモジュール２０２、インタラクション管理モジュール２０４、コ
ンテンツアクセスモジュール２０６、ローカルコンテンツデータストア２０８、及び、監
視プレゼンスデータストア２１０を有する。
【００２６】
　他の装置のタスクのハンドリング（取り扱い）に加えて、オペレーティングシステム２
４５は、装置１００上で実行しているアプリケーションからの情報を、１つ以上のユーザ
インタフェース要素を有してもよいディスプレイ２２０を介してユーザへ表示する。その
ようなユーザインタフェース要素は、特定の装置及び構成に基づいて変化してもよい。ユ
ーザインタフェース要素には、デスクトップインタフェース上のウィンドウやモバイル装
置上のインタフェース要素が含まれる。ウィンドウ等のユーザインタフェース要素を採用
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しているオペレーティングシステムの例は、ワシントン州レドモンドのマイクロソフト社
のＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｗｉｎｄｏｗｓ８や、カリフォルニア州クパチーノのアップル社
のＯＳ　Ｘである。さらに、オペレーティングシステム２４５は、同時に実行してもよい
複数のネイティブアプリケーション２５５の制御を管理する。ユーザインタフェース要素
は、ある層が他の層に重なり合うように階層化されてもよい。いくつかのオペレーティン
グシステム及び構成においては、単一のユーザインタフェース要素のみが所与の時間に表
示される。１つのユーザインタフェース要素は典型的にはアクティブなユーザインタフェ
ース要素であり、これは、例えば、キーボード入力、カーソル移動、タッチセンサ、タッ
チジェスチャその他のようなユーザ入力を、オペレーティングシステム２４５が伝えるユ
ーザインタフェース要素であることを意味する。当業者が理解するように、特定の時間に
アクティブなウィンドウまたは他のユーザインタフェース要素はフォーカスを有するとい
われることが多い。ユーザは他のユーザインタフェース要素を選択してあるユーザインタ
フェース要素から他のものへフォーカスを変更してもよく、いくつかの場合には、オペレ
ーティングシステム２４５がユーザ入力なしにフォーカスを変更してもよい。
【００２７】
　典型的には、例えば、ネイティブアプリケーション２５５と関連付けられたウィンドウ
のようなユーザインタフェース要素はオペレーティングシステム２４５により管理され、
オペレーティングシステム２４５は、実行中のネイティブアプリケーション２５５のプロ
セス識別子とユーザインタフェース要素のユーザインタフェース要素識別子との間の関連
付け（アソシエーション）を維持する。例えば、特定のアプリケーションはプロセスＩＤ
「２５８７」と関連付けられてよく、このプロセスＩＤは、ユーザインタフェース要素識
別子４、８、１０を有する複数のユーザインタフェース要素を管理してもよい。各ユーザ
インタフェース要素識別子はそのネイティブアプリケーション２５５により開かれた特定
のコンテンツアイテムと別個に関連付けられてもよく、複数のユーザインタフェース要素
識別子とプロセス識別子は同一のコンテンツアイテムと関連付けられてもよい。
【００２８】
　オペレーティングシステム２４５はまた、様々なイベントをハンドルし、認識する。そ
のようなイベントには、コンテンツアイテムを閉じる又は開くためのネイティブアプリケ
ーション２５５からの要求、ウィンドウ又は他のユーザインタフェース要素を閉じるため
のネイティブアプリケーション２５５からの要求、及び、ユーザインタフェース要素のフ
ォーカスを多数の他のものの間で変更するための要求が含まれる。以下に記載するように
、これらのイベントは、インタラクション管理モジュール２０４が、コンテンツアイテム
に関連するプレゼンスにおける変化を認識するために用いられてもよい。
【００２９】
　クライアントアプリケーション２００は、例えば、ユーザが装置上でコンテンツアイテ
ムを開き、閉じ、又は、編集した場合のように、コンテンツアイテムに関して生じたイン
タラクションを識別する。これらのインタラクションは、コンテンツアイテムとのインタ
ラクションを記述するインタラクション情報を生成するために、クライアントアプリケー
ション２００により識別される。インタラクション情報は、クライアントアプリケーショ
ン２００とのインタラクションと、ネイティブアプリケーション２５５とのインタラクシ
ョンを含む。ネイティブアプリケーション２５５のアクションから判定されたインタラク
ション情報はプレゼンス情報と呼ぶ。インタラクション情報とプレゼンス情報を判定する
、クライアントアプリケーション２００等のアプリケーションは、プレゼンスアプリケー
ションと呼ぶ。さらなる種類の（プレゼンス情報に加えて）インタラクション情報には、
クライアントアプリケーション２００によって受信されてもよい、コンテンツアイテムに
関するノート、メッセージ、及び、通知要求が含まれる。メッセージには、他の装置への
チャットメッセージや、コンテンツアイテムとの（例えば、編集のような）インタラクシ
ョンを行うというユーザの意図を示すメッセージが含まれてもよい。通知要求には、他の
ユーザのインタラクション情報が変更された場合に通知される要求が含まれてもよい。イ
ンタラクション情報には、また、バージョニングノート等のメタデータ修正、又は、バー
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ジョニング情報ないし以前のコンテンツアイテムのバージョンの閲覧要求等の、コンテン
ツ管理システム１１０に記憶されたコンテンツアイテムについてのさらなる情報に対する
要求をも含まれる。インタラクション情報のさらなる例を以下に説明する。
【００３０】
　このインタラクション情報は、コンテンツアイテムに関して同期された他の装置１００
へ伝送される。目的の指標は、例えば、第１のユーザがコンテンツアイテムを編集したい
他の装置上のコンテンツアイテムの第２のユーザに警告してもよい。ユーザがネイティブ
アプリケーション２５５を使用してコンテンツアイテムとインタラクションをお粉いてい
る場合にクライアントアプリケーション２００は識別し、また、ユーザからチャット又は
目的情報を受信する。以下にさらに説明するように、様々な実施形態において、装置１０
０は、コンテンツアイテムにおけるユーザのプレゼンス（すなわち、ユーザがコンテンツ
アイテムを開いているか、あるいは、コンテンツアイテムを編集していること）をオペレ
ーティングシステム２４５とのインタラクションを介して識別する。
【００３１】
　装置１００はコンテンツ管理システム１１０からコンテンツアイテムを受信し、ユーザ
が、装置１００に記憶された様々なネイティブアプリケーション２５５を用いてそのコン
テンツアイテムの閲覧、修正、及び、インタラクションを行うことを可能にする。例えば
、装置１００は、画像コンテンツアイテムを操作するフォト編集アプリケーション、又は
、テキストコンテンツアイテムの修正を可能にするワードプロセッサアプリケーションを
有してもよい。以下にさらに説明するように、インタラクション情報はユーザインタラク
ションアプリケーションを用いて装置１００により判定され、インタラクション情報は他
の装置１００へ送信される。さらに、装置１００が他の装置１００に関するインタラクシ
ョン情報を受信した場合、装置１００はそのインタラクション情報を表示する。
【００３２】
　一実施形態において、コンテンツアイテムに関するインタラクション情報を検出するア
プリケーションは、コンテンツアイテムを閲覧又は操作するアプリケーションと区別され
る。例えば、インタラクション情報を検出するクライアントアプリケーションは、画像コ
ンテンツアイテムを操作又は表示するフォト編集アプリケーションと区別される。様々な
実施形態において、インタラクション情報を検出するアプリケーションはまた、コンテン
ツ管理システム１１０とコンテンツアイテムを同期させることも担う。プレゼンス情報を
検出するアプリケーションはプレゼンスが検出されたアプリケーションから区別されてよ
いため、プレゼンスは、多くのアプリケーションやコンテンツアイテムに対して、同時か
つプレゼンスの監視を各種のコンテンツアイテムビューワに統合することを要さずに、監
視されてもよいすなわち、特別なプレゼンス監視のアドオンやアプリケーションの修正は
、例えば、フォト編集アプリケーション、ワードプロセッサアプリケーション、及び、プ
レイリスト編集アプリケーションの各々に対して全く必要ない。
【００３３】
　図３Ａ、図３Ｂは、装置１００のディスプレイ２２０上に表示されたデスクトップ３０
０におけるユーザインタフェース要素のフォーカスの変化の例を示す図である。図３Ａに
おいて、ウィンドウ３１０Ａ、３１０Ｂ、３１０Ｃがデスクトップ３００上に表示され、
ユーザにより閲覧可能である。この実施形態において、デスクトップ３００はオペレーテ
ィングシステム２４５により維持される汎用のコンテナ又はフレームであり、ディスプレ
イ２２０上でユーザインタフェース要素を取り囲む。図３Ａ、図３Ｂにおいて、ユーザイ
ンタフェース要素はデスクトップコンピュータ環境におけるウィンドウ３１０である。例
えばモバイル装置や他の領域が限られたディスプレイのような他の構成においては、単一
のユーザインタフェース要素のみが一度に表示されうるだろう。図３Ａに示すように、ウ
ィンドウ３１０Ａはフロントウィンドウとして示されたアクティブウィンドウであり、ウ
ィンドウ３１０Ｂ、３１０Ｃを部分的に覆い隠している。図３Ｂでは、フォーカスがウィ
ンドウ３１０Ｂへ変化し、ここではこれがフロントウィンドウでアクティブウィンドウで
ある。フォーカスは、ウィンドウ３１０Ｂとのユーザインタラクションか、あるいは、そ
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のウィンドウがアクティブウィンドウになることを要求するプロセスに起因して変化して
もよい。あるオペレーティングシステム及び構成においては、ユーザインタフェース要素
はフロントのユーザインタフェース要素とならずにフォーカスを有する（すなわち、ユー
ザ入力を受信する）。
【００３４】
　再度図２を参照すると、コンテンツアイテムを開くために、ネイティブアプリケーショ
ン２５５はオペレーティングシステム２４５からのコンテンツアイテムを要求し、コンテ
ンツアイテムに対するオペレーティングシステム２４５からのコンテンツアイテムのハン
ドルを受信する。いくつかの場合、ネイティブアプリケーション２５５がコンテンツアイ
テムからのデータの使用を継続し、あるいは、ユーザがコンテンツアイテムへの編集を入
力していたとしても、アプリケーション２４５はハンドルを維持せず、コンテンツアイテ
ムデータをメモリにロードし、続いてコンテンツアイテムハンドルを閉じてもよい。した
がって、オープンコンテンツアイテムハンドルは、アプリケーションが特定のコンテンツ
アイテムとインタラクションを行っているか否かを判定するための信頼できる手法でない
ことが多い。そのようなものとして、ある実施形態では、ネイティブアプリケーション２
５５により示されるさらなる挙動は、アプリケーションがコンテンツアイテムを編集して
いるか否かを判定するために用いられる。
【００３５】
　ネイティブアプリケーション２５５はまた、ユーザがコンテンツアイテムを修正した場
合に、ユーザがそのコンテンツアイテムを保存する前に様々な挙動を行う。これらの挙動
はアプリケーションやオペレーティングシステム２４５に基づいて変化する。例えば、い
くつかのネイティブアプリケーション２５５は、例えばティルデ又は他の見分けのつくマ
ークを有するコンテンツアイテムの一時的なファイル名を導いて、オープン（開かれた）
コンテンツアイテムと異なるファイル名で一時的なコンテンツアイテムを作成する。他の
例では、ネイティブアプリケーション２５５は、コンテンツアイテムと関連付けられたユ
ーザインタフェース要素のタイトルを変更し、それはユーザから直接閲覧できてもよいし
できなくてもよい。さらに他の例では、ネイティブアプリケーション２５５は、コンテン
ツアイテムが修正されたことを示すフラグを設定する。ネイティブアプリケーション２５
５はまた、他のアプリケーション又はオペレーティングシステムからの要求に応じて、コ
ンテンツアイテムの修正に関する情報を提供してもよい。例えば、前述のＯＳ　Ｘオペレ
ーティングシステムにおけるアクセシビリティＡＰＩは、ユーザインタフェース要素と関
連付けられたコンテンツアイテムに関する情報を提供する。オープンコンテンツアイテム
のハンドルは、コンテンツアイテムがネイティブアプリケーション２５５によって編集さ
れているか否かを確実に判定するものではないかもしれないため、以下にさらに説明する
ように、これらの挙動は、インタラクション管理モジュール２０４がコンテンツアイテム
の編集又は修正に関するプレゼンスを判定するために用いられる。
【００３６】
　ネイティブアプリケーション２５５は典型的には互いに独立に装置上１００上で実行さ
れてもよく、装置１００上で実行しているアプリケーションと他のアプリケーションまた
はプロセスとの通信を可能にしてもよい。ネイティブアプリケーション２５５は典型的に
は、アプリケーションが実行中のプロセスからの情報を要求することを可能にする、アプ
リケーションプログラミングインタフェース（ＡＰＩ）を用いてプロセスへ情報を提供す
る。例えば、ネイティブアプリケーション２５５は、アプリケーションにより制御された
ユーザインタフェース要素に対する要求を可能にし、ユーザインタフェース要素のタイト
ルを示し、又は、ネイティブアプリケーション２５５により開かれたコンテンツアイテム
と関連付けられたファイルシステムにおけるパスを要求するための、ＡＰＩを提示する。
同様に、オペレーティングシステム２４５は、特定のユーザインタフェース要素を制御す
るプロセスについての情報を要求するなどの、要求プロセスに対して同様のＡＰＩを提供
してもよい。
【００３７】



(15) JP 6518261 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

　クライアントアプリケーション２００はコンテンツ管理システム１１０へのアクセスを
管理する。クライアントアプリケーション２００は、ここで様々に説明するように、クラ
イアントアプリケーション２００によりアクセスされたコンテンツへのインタフェースを
生成し、この機能を実行する１つの手段である、ユーザインタフェースモジュール２０２
を有する。生成されたインタフェースはディスプレイ２２０によりユーザに提供される。
クライアントアプリケーション２００は、コンテンツ管理システム１１０のコンテンツス
トレージからアクセスされたコンテンツをローカルコンテンツデータストア２０８に記憶
してもよい。ここではクライアントアプリケーション２００内について示しているが、ロ
ーカルコンテンツデータストア２０８は、不揮発性ストレージにおいてクライアント装置
１００に対する他のデータとともに記憶されてもよい。ローカルコンテンツデータストア
２０８がこのように記憶された場合、クライアントアプリケーション２００がコンテンツ
管理システム１１０と通信していなくても、コンテンツは、ユーザや、ネイティブアプリ
ケーション２５５等の他のアプリケーション又はモジュールに利用可能である。コンテン
ツアクセスモジュール２０６はローカルコンテンツデータストア２０８への更新を管理し
、コンテンツ管理システム１１０と通信するための同期ロジックを使用して、クライアン
ト装置１００により修正されたコンテンツをコンテンツ管理システム１１０上で維持され
たコンテンツと同期させる。そのような同期の一例が、２０１３年９月２７日に出願され
た米国特許出願第１４／０４０，５８４号に提供されており、その内容は全体として参照
によりここに組み込まれる。クライアントアプリケーション２００は、スタンドアロン・
アプリケーション、アプリケーション・プラグイン、あるいは、ブラウザ拡張等の、様々
な形態をとってもよい。
【００３８】
　コンテンツ管理システム１１０は、例えば、コンテンツアイテムが削除されたこと、あ
るいは、装置１００がコンテンツアイテムの旧式のバージョンを閲覧又は編集してもよい
ことを指定する情報等の、コンテンツアイテムを同期するための付加的なデータを提供し
てもよい。
【００３９】
　インタラクション管理モジュール２０４は、ユーザの同期されたコンテンツアイテムに
関するインタラクション情報を取得して管理する。前述のように、インタラクション管理
モジュール２０４は、典型的には、プレゼンス情報のためにインタラクション管理モジュ
ール２０４により監視されるネイティブアプリケーション２５５から区別されたモジュー
ルであり、別個のプロセスとして実行する。インタラクション管理モジュール２０４は、
装置１００と同期されているコンテンツアイテムについて判定されたインタラクション情
報を、コンテンツ管理システム１１０へ送信する。インタラクション管理モジュール２０
４はまた、他のユーザに関するインタラクション情報を、ユーザへの表示のために、コン
テンツ管理システム１１０から受信する。以下にさらに説明するように、一実施形態にお
いて、インタラクション管理モジュール２０４は、同期されたコンテンツアイテムと関連
付けられたユーザインタフェース要素にプレゼンスインジケータを添付して、他のユーザ
に関するプレゼンス情報を表示する。さらなるインタラクション情報もまたプレゼンスイ
ンジケータとともに表示される。
【００４０】
　以下にさらに説明するように、多くの種類のインタラクション情報を判定するために、
インタラクション管理モジュール２０４は、ユーザインタフェース要素を介してインタラ
クション情報を受信する。同期されたコンテンツアイテムに関するプレゼンス情報を判定
するために、インタラクション管理モジュール２０４は、ネイティブアプリケーション２
５５と関連付けられたユーザインタフェース要素を監視する。インタラクション管理モジ
ュール２０４は、全てのユーザインタフェース要素を監視することができ、またそれに代
えて、ユーザインタフェース要素がコンテンツアイテムと関連付けられた後にあるユーザ
インタフェース要素のみを監視することもできる。監視プレゼンスデータストア２１０は
、同期されたコンテンツアイテムに関するアクションを判定するために特定のユーザイン
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タフェース要素が監視されることを示す、インタラクション管理モジュール２０４により
維持された情報を有する。
【００４１】
　ここではクライアントアプリケーション２００の一部として示しているが、様々な実装
では、コンテンツアクセスモジュール２０６とインタラクション管理モジュール２０４と
はそれぞれの機能を実行する区別されたモジュールに分離される。同様に、本明細書を通
して様々なモジュールとデータストアを便宜上分けて記載しているが、様々な実装におい
ては望む態様で、これらは組み合わせてもよいし、あるいは、さらに別個のコンポーネン
トに分離してもよい。
【００４２】
　図４は、一実施形態に係るコンテンツアイテムと関連付けられたプレゼンス情報を判定
するプロセスの一例を示す図である。このプロセスは典型的にはインタラクション管理モ
ジュール２０４により実行される。ユーザインタフェース要素がコンテンツアイテムと関
連付けられた後にのみ監視された場合、インタラクション管理モジュール２０４は、ユー
ザインタフェース要素を監視するか否かを判定するために、コンテンツアイテムがアプリ
ケーション又はユーザインタフェース要素により開かれていることを示すイベントを使用
する。これは、ユーザインタフェース要素の監視を開始するためにコンテンツアイテムを
ユーザインタフェース要素と関連付けてもよいイベントの一例であり、監視イベントと呼
ぶ。他の実施形態において、監視のユーザインタフェース要素の選択は他の手法で判定さ
れ、あるいは、全てのユーザインタフェース要素が監視され、そこではインタラクション
管理モジュール２０４は監視イベントを使用しなくてもよい。
【００４３】
　オペレーティングシステム２４５により有効化された場合、インタラクション管理モジ
ュール２０４は、一定のアプリケーションに対する監視イベントを受信するためにオペレ
ーティングシステム２４５に登録してもよい。これらの実施形態において、オペレーティ
ングシステム２４５がコンテンツアイテムを開く要求を受信した場合に、オペレーティン
グシステム２４５はインタラクション管理モジュール２０４に通知する。本実施形態にお
いて、インタラクション管理モジュール２０４は、ウィンドウ又は他のユーザインタフェ
ース要素が、コンテンツアイテムとインタラクションを行っていることを示す監視イベン
トを受信する（４００）。ここで、コンテンツアイテムは同期されたコンテンツアイテム
（すなわち、プロセスは特定のユーザインタフェース要素においてコンテンツアイテムと
のインタラクションを行っている）であってもよい。監視イベントは、監視イベントをト
リガしたユーザインタフェース要素を少なくとも指定する。他の実施形態では、インタラ
クション管理モジュール２０４は、ユーザインタフェース要素と関連付けられたイベント
を時々（例えば、５分間隔で）監視し、ユーザインタフェース要素が何らかの開かれたコ
ンテンツアイテムと関連付けられているか否かを問い合わせる。オペレーティングシステ
ム２４５及びネイティブアプリケーション２５５の構成によれば、この問合せはオペレー
ティングシステム２４５又はネイティブアプリケーション２５５に向けられてもよい。ユ
ーザインタフェース要素が新たに開かれたコンテンツアイテムと関連付けられた場合、こ
の新たに開かれたコンテンツアイテムは、その新たに開かれたコンテンツアイテムがコン
テンツ管理システム１１０と同期されたコンテンツアイテムであるか否かを判定するため
の監視イベントとして扱われ、そのプレゼンス情報は新たに開かれたコンテンツアイテム
に対して判定される。
【００４４】
　監視イベントが受信された場合、インタラクション管理モジュール２０４は、どのプロ
セスが、監視イベントと関連付けられたユーザインタフェース要素を担っているかを判定
する（４１０）。インタラクション管理モジュール２０４は、典型的には、オペレーティ
ングシステム２４５からのユーザインタフェース要素と関連付けられたプロセスＩＤを要
求することによりプロセスを判定する。いくつかの実施形態において、インタラクション
管理モジュール２０４は、ユーザインタフェース要素その自体からのプロセスの識別を要
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求することによりプロセスを識別する。
【００４５】
　プロセスとユーザインタフェース要素が互いに正しく関連付けられていることと、ユー
ザインタフェース要素がまだアクティブであることを確認するために、インタラクション
管理モジュール２０４はまた、現在アクティブなユーザインタフェース要素のアイデンテ
ィティをもプロセスから要求する。インタラクション管理モジュール２０４は、プロセス
から受信した現在アクティブなユーザインタフェース要素が監視イベントと関連付けられ
たユーザインタフェース要素に適合することを確認する。
【００４６】
　プロセス識別子を用いて、インタラクション管理モジュール２０４は、コンテンツアイ
テムに対する関連付けられたディレクトリパスを取得するために、プロセスからの任意の
開かれたコンテンツアイテムを要求する（４２０）。インタラクション管理モジュール２
０４は、開かれたコンテンツアイテムのパスに対する要求とともに、監視イベントと関連
付けられたユーザインタフェース要素を指定してもよい。インタラクション管理モジュー
ル２０４は、プロセス又はオペレーティングシステムへの利用可能なインタフェースを用
いて、プロセス又はオペレーティングシステムからのオープン（開く）アイテムを要求す
る。一例として、当該分野では公知のように、ＯＳ　Ｘオペレーティングシステムでは、
コンテンツアイテムとユーザインタフェース要素に対するコンテンツアイテムパスに関す
る情報へアクセスするためにアクセシビリティＡＰＩが用いられてもよい。プロセスによ
り提供されたコンテンツアイテムパスを使用して、インタラクション管理モジュール２０
４は、開かれたコンテンツアイテムパスが任意の同期されたコンテンツアイテムに対応す
るか否かを判定する。そのようならば、インタラクション管理モジュール２０４は、プロ
セスによりアクセスされたコンテンツアイテムはコンテンツ管理システム１１０と同期さ
れたコンテンツアイテムであると判定し、そのプロセスとユーザインタフェース要素をコ
ンテンツアイテムと関連付ける。他の実施形態では、プロセスによりアクセスされたコン
テンツアイテムが同期されたコンテンツアイテムであるか否かを判定するために他の方法
を用いてもよい。
【００４７】
　コンテンツアイテムがコンテンツ管理システム１１０と同期されている場合（４３０）
、インタラクション管理モジュール２０４は、コンテンツアイテム、プロセス、及び、ユ
ーザインタフェース要素に関する情報を記憶して、イベントに対するユーザインタフェー
ス要素を監視する（４４０）。監視イベントと関連付けられたコンテンツアイテムが同期
されていない場合、プロセスは終了し、コンテンツアイテムは監視されない。この監視情
報は、監視プレゼンスデータストア２１０に記憶される。ユーザインタフェース要素に関
するプレゼンスイベントを監視し、続いて受信するために、インタラクション管理モジュ
ール２０４は、ユーザインタフェース要素と関連付けられたイベントを受信するために登
録する。インタラクション管理モジュール２０４による登録プロセスは、装置１００の構
成に従い変化する。典型的には、インタラクション管理モジュール２０４は、オペレーテ
ィングシステム２４５から、又は、適用可能なプロセスあるいはユーザインタフェース要
素からのプレゼンスイベントを受信するための要求を登録する。ユーザインタフェース要
素とプロセスとのいずれが同期されたコンテンツアイテムとのインタラクションを行って
いるかを監視イベントが判定した一方で、プレゼンスイベントは、コンテンツアイテムと
関連付けられたユーザインタフェース要素又はプロセスに関するユーザのプレゼンスの状
態における変化を示してもよいイベントである。プレゼンスイベントの例には、インタラ
クション管理モジュール２０４により認識されたプレゼンスの種類に基づいて、ユーザイ
ンタフェース要素のフォーカスの変化、ユーザインタフェース要素を閉じること、コンテ
ンツアイテムを閉じること、コンテンツアイテムを開くこと等が含まれる。様々な構成に
おいて、インタラクション管理モジュール２０４により用いられるプレゼンスイベントは
、オペレーティングシステム２４５及びネイティブアプリケーション２５５が、インタラ
クション管理モジュール２０４による受信に対して利用可能にするイベントに依存する。
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【００４８】
　プレゼンスイベントは、そのプレゼンスイベントが関係するコンテンツアイテムと関連
付けられたプレゼンス情報を判定するために用いられる。例えば、コンテンツアイテムと
関連付けられたユーザインタフェース要素がフォーカスを有することを示すプレゼンスイ
ベントは、ユーザがそのコンテンツアイテムを閲覧していることを示すだろう。したがっ
て、そのコンテンツアイテムに対するプレゼンス情報は状態を示す。同様に、コンテンツ
アイテムに関係のないユーザインタフェース要素がフォーカスを得たことを示すプレゼン
スイベントは、以前フォーカスされたユーザインタフェース要素と関連付けられたコンテ
ンツアイテムはフォーカスを失ったことを示し、よって、ユーザはもはやそのコンテンツ
アイテムを閲覧していないことを示している。したがって、プレゼンス情報は、基礎をな
すプレゼンスイベントそれ自体のあのレベルの意味解釈を提供する。
【００４９】
　インタラクション管理モジュール２０４が登録されたというプレゼンスイベントを受信
するのに加えて、プレゼンスイベントはまた、プレゼンス情報が監視されたユーザインタ
フェース要素に対して変更されていないことを確認するために、インタラクション管理モ
ジュール２０４により開始されてもよい。これらのプレゼンスイベントは、特定のユーザ
インタフェース要素又はプロセスに対する最後のプレゼンスイベントから閾値量の時間が
経過した場合に、あるいは、例えば５分ごとのような特定の時間間隔に、開始してもよい
。
【００５０】
　イベントに対する登録に加えて、インタラクション管理モジュール２０４は他の手法で
インタラクションイベントを受信してもよい。一実施形態において、ユーザはユーザイン
タフェース要素を介してインタラクション情報を明示的に示してもよい。ユーザインタフ
ェース要素は、ユーザが、例えば、そのユーザがコンテンツアイテムを改訂する意図を有
していることを示したり、あるいは、そのコンテンツアイテムを編集又は閲覧している他
のユーザに対して、例えば、特定の意図を示すメニューアイテム又はアイコンの選択によ
り、その意図を示すことができるように構成することが可能である。ユーザインタフェー
ス要素はまた、ユーザが、例えば、コンテンツアイテムをもう閲覧しないというユーザの
意図などのユーザの他の意図を示したり、あるいは、ユーザはコンテンツアイテムにプレ
ゼントでない（関与しない）又はこれからプレゼントでないことを明示的に示すことがで
きるように構成することも可能である。他のユーザは、そのような「プレゼントでない」
という意図を用いてそのコンテンツアイテムは編集が自由であることを知ってもよい。例
えば、他の装置上でコンテンツアイテムを現在閲覧している他のユーザへメッセージを伝
送するために、ユーザ入力のインタラクションイベントは、コンテンツアイテムと関連付
けられた他のユーザへ広められるべきメッセージ又はチャットの特徴を含んでもよい。
【００５１】
　プレゼンスイベントが受信されると（４５０）、インタラクション管理モジュール２０
４は、監視されたユーザインタフェース要素に関する最後のプレゼンスイベント以降、何
らかのプレゼンス情報が変更されたか否かを判定する。ユーザ開始のインタラクション情
報に対して、インタラクション情報は、例えば、ユーザがコンテンツアイテム又はユーザ
のチャットメッセージを修正する意図を有していることを示すユーザインタフェース要素
のユーザの選択のような、ユーザにより提供された情報であってもよい。プレゼンスイベ
ントに対して、インタラクション管理モジュール２０４は、監視されたユーザインタフェ
ース要素の状態を判定するために監視プロセスを問い合わせる。特に、インタラクション
管理モジュール２０４は、監視されたユーザインタフェース要素がアクティブなユーザイ
ンタフェース要素であるか否かを藩邸すくためにプロセスに問い合わせる。監視されたユ
ーザインタフェース要素がアクティブなユーザインタフェース要素である場合、コンテン
ツアイテムはユーザにより閲覧されている。
【００５２】
　いくつかの実施形態において、コンテンツアイテムに関するユーザプレゼンスを削除す



(19) JP 6518261 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

ることに加えて、インタラクション管理モジュール２０４はまた、コンテンツアイテムが
ユーザにより修正されているか又は修正されたか否かの判定も行う。このさらなる側面は
、例えば、ユーザは閲覧者ではなく編集者としてコンテンツアイテムに関するプレゼンス
を有しているというインジケーションにより、より高い粒度でプレゼンス情報を報告する
ことを可能にする。前述のように、コンテンツアイテムが修正されている場合にアプリケ
ーションにより実行される特定のアクションは変化してもよいため、インタラクション管
理モジュール２０４によりこれらのアクションの１つを検出したことは、プロセスがコン
テンツアイテムを編集したことを示すものである。例えば、コンテンツアイテムが編集さ
れた場合にプロセスにより予期されたアクションの種類に従い、インタラクション管理モ
ジュール２０４は、プロセスはコンテンツアイテムが修正済とフラグされていることを示
しているか、ユーザインタフェース要素のタイトル情報が変更されているか、一時ファイ
ルが保存又はキャッシュされているか、あるいは、他の何らかのデータがコンテンツアイ
テムが修正されたことを示しているかを判定するために、プロセスに問い合わせてもよい
。インタラクション管理モジュール２０４はまた、例えば、コンテンツアイテムに類似の
ファイル名を有するが、ファイル名のティルダ又は他の特定の変形を有するコンテンツア
イテムのような、一時コンテンツアイテムフォーマットに適合するコンテンツアイテムが
保存されているか否かを判定するためにオペレーティングシステムに問い合わせてもよい
。そのような修正は、コンテンツアイテムと関連付けられたプレゼンス情報は、ユーザが
コンテンツアイテムを編集中であることを反映しなければならないことを示す。
【００５３】
　プレゼンス情報を判定（４６０）した後、ユーザインタフェース要素に対するあらゆる
新たなプレゼンス情報は、監視プレゼンスデータストア２１０として記憶される。一実施
形態において、このプレゼンス情報は、１つのプロセスによる複数のユーザインタフェー
ス要素が同一のコンテンツアイテムと関連付けられ、プレゼンス情報が個別に管理されて
もよいように、ユーザインタフェース要素ごとに記憶される。一実施形態において、プレ
ゼンス情報は現在のプレゼンス状態に基づいて変化してもよい。例えば、コンテンツアイ
テムに対するプレゼンス情報がコンテンツアイテムが編集中であることを反映した場合、
一実施形態において、ユーザインタフェース要素におけるコンテンツアイテムに対するプ
レゼンスは、ユーザが他のユーザインタフェース要素へフォーカスを変更した場合に変更
されない。代わりに、ユーザインタフェース要素は閉じられたことをプレゼンスイベント
がユーザインタフェースに知らせるまで、編集状態はそのユーザインタフェース要素に関
して維持される。他の実施形態では、編集はコンテンツアイテムへの修正を導びく可能性
を有しているため、一実施形態において、コンテンツアイテムに対する修正はコミットさ
れたか、又は、修正は破棄されたという通知をインタラクション管理モジュール２０４が
受け取るまで、編集済文書に対するプレゼンス情報は変更されない。
【００５４】
　閲覧されていることを示すプレゼンス情報を有するコンテンツアイテムは、ユーザイン
タフェース要素がフォーカスを失ったり、あるいは、閾値時間フォーカスを失ったような
場合に、その状態を変化させてもよい。これは、コンテンツアイテムと関連付けられたユ
ーザインタフェース要素がまだ開かれている場合にも、同様にしてよい。一実施形態にお
いて、「閲覧されている」のプレゼンス情報は、コンテンツアイテムがアクティブなユー
ザインタフェース要素と関連付けられているか否かを示す。一実施形態において、「閲覧
されている」のプレゼンス情報は、ユーザインタフェース要素が閾値時間よりも長くアク
ティブでなくなる（あるいは、フォーカスを失う）まで保持される。一実施形態において
、コンテンツアイテムは、コンテンツアイテムがアプリケーションにより開かれている間
、「閲覧されている」と考えられる。
【００５５】
　インタラクション情報に変化があった場合、インタラクション管理モジュール２０４は
、インタラクション情報をコンテンツ管理システム１１０へ送信する（４７０）。一実施
形態において、送信されるプレゼンス情報には、コンテンツアイテムの識別子、プロセス
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ＩＤ、ユーザインタフェース要素ＩＤ、及び、プレゼンス状態が含まれる。
【００５６】
　図５Ａ－図５Ｄは、インタラクション情報を表示するユーザインタフェースの例を示す
図である。様々なユーザインタフェース要素は図３Ａ及び図３Ｂに示したものと同様であ
る。図５Ａにおいて、ユーザインタフェースの例はプレゼンス情報を表示している。プレ
ゼンス情報を表示するために、インタラクション管理モジュール２０４は、コンテンツア
イテムと関連付けられたウィンドウの境界又は縁に合わせてプレゼンスインジケータ５０
０を提供する。この例では、インタラクション管理モジュール２０４は、ユーザのジェフ
がコンテンツアイテム２を編集中であり、４人のユーザがコンテンツアイテム２を閲覧中
であることを示すプレゼンス情報を受信している。インタラクション管理モジュール２０
４は、ジェフが文書を編集していることを示すプレゼンスインジケータ５００Ａと、ユー
ザがその文書を閲覧していることを示すプレゼンスインジケータ５００Ｂを表示している
。一実施形態において、プレゼンスインジケータ５００は、プレゼンスインジケータと関
連付けられたユーザのアイコンまたはピクチャを表示する。アイコンやピクチャは、イン
タラクション管理モジュール２０４がコンタクトディレクトリ２４０から取得してもよい
し、あるいは、コンテンツ管理システム１１０から受信してもよい。プレゼンスインジケ
ータが表示する個別のユーザは実施形態により変化してもよく、また、例えば、特定のプ
レゼンスを有する最初のユーザ（例えば、最初の閲覧者）や最も新しくコンテンツアイテ
ムを開いたユーザを表示してもよい。
【００５７】
　プレゼンスインジケータ５００はコンテンツアイテムと関連付けられたウィンドウに合
わせて表示されてもよく、一実施形態において、インタラクション管理モジュール２０４
は、ウィンドウの位置を追跡し、例えば、ウィンドウの縁または境界のような、ウィンド
ウに隣接して又は近傍にプレゼンスインジケータ５００を表示する。ユーザがプレゼンス
インジケータ５００上に静止した場合、ユーザに対しさらなる情報やインタフェースを提
供するための補助的なプレゼンスインジケータ５１０が現れてもよい。図５Ａに示す例で
は、補助的なプレゼンスインジケータ５１０は、プレゼンスインジケータ５００Ａを、具
体的には、ジェフがコンテンツアイテム２の編集中のプレゼンスと関連付けられているこ
とを説明している。補助的なプレゼンスインジケータ５１０はまた、プレゼンスが変化し
た場合に現れて、例えば、新たなユーザが文書を閲覧又は編集していることを示してもよ
い。
【００５８】
　プレゼンスインジケータ５００及び補助的なプレゼンスインジケータ５１０は、ディス
プレイ２２０の任意の都合のよい領域に位置づけられてもよい。一実施形態において、プ
レゼンスインジケータと一定のコンテンツアイテムとの間の関係をユーザに視覚的に示す
ために、プレゼンスインジケータは、コンテンツアイテムの関連付けられたユーザインタ
フェース要素に近接して表示される。さらに、ウィンドウの境界又は縁に合わせたプレゼ
ンスインジケータの表示は、ユーザがプレゼンスインジケータに気づく見込みを増大させ
る。一実施形態において、プレゼンスインジケータ５００は、コンテンツアイテムを含む
ウィンドウの垂直縁（例えば、図５Ａに示す右の縁）の上またはそれに並べて表示される
。
【００５９】
　それに代えて、プレゼンスインジケータは、例えばタスクバーやトレイアイコン等の、
ディスプレイの別の領域に示してもよく、あるいは、コンテンツアイテムのユーザインタ
フェース要素とインタラクションを行わない別個のユーザインタフェース要素としてもよ
い。ここではプレゼンスの種類（編集または閲覧）の各々に対して単一のプレゼンスイン
ジケータ５００を示しているが、任意の個数のプレゼンスインジケータ５００をコンテン
ツアイテムに関連して示してもよい。例えば、円形インジケータはコンテンツアイテムを
閲覧しているユーザのカウントを含んでもよく、他の円形インジケータはコンテンツアイ
テムを編集しているユーザのカウントを含んでもよい。あるいは、複数のプレゼンスイン
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ジケータ５００が表示される場合、これらは最上位から最下位に順序付けてよく、この順
序づけは、最も最近のものから最も長く使われていないものまで、最も優先度の高いもの
から最も優先度の低いものまで、あるいは、これらの組み合わせ（例えば、優先度による
順序付けと、同一の優先度のプレゼンスインジケータについて、最近であることによる順
序付け）とすることができる。図に示すように、プレゼンスインジケータはまた、他のユ
ーザと関連付けられたアイコン又はピクチャを示してもよい。インジケータはまた、ユー
ザが他のユーザによる編集へ影響を及ぼすリスクを示すように色分けされてもよい。例え
ば、プレゼンスインジケータは、他のユーザが編集中の場合は赤色としてよく（あるいは
、プレゼンスインジケータは赤色に変わってもよい）、あらゆる所望の修正をそのユーザ
の変化に調和させることをユーザに知らせてもよい。同様に、編集インジケータは、他の
ユーザがコンテンツアイテムを閲覧しているときは黄色、現在のユーザがコンテンツアイ
テムを閲覧している唯一のユーザであるときは緑色としてもよい。
【００６０】
　図５Ｂは、ユーザがインタラクション管理モジュール２０４へインタラクション情報を
入力してもよいユーザインタフェースを示している。このインタフェースは、プレゼンス
インジケータ５００に加えてさらなるユーザインタフェース要素を有している。このイン
タフェースは、図５Ａの例の代わりに提示されてもよく、あるいは、コンテンツアイテム
に関する付加的なデータを提供する補助的なプレゼンスインジケータとして提示されても
よい。
【００６１】
　このユーザインタフェースは、他のユーザに関するプレゼンスの変化が発生した場合に
通知してほしいというユーザの希望を示すことをユーザに可能にする、通知要素５２０を
提供する。通知要素５２０を選択する際に、ユーザは、例えば、特定のユーザのプレゼン
スが変化した（例えば、ジェフはもう編集していない）場合に、全てのユーザが特定のプ
レゼンスを停止した（例えば、誰も編集していない）こと、あるいは、アクティブなプレ
ゼンスを有するユーザはいないこと（例えば、他の誰もコンテンツアイテム２にアクセス
していないこと）が通知される、一定の通知オプションをさらに選択してもよい。ユーザ
の通知プリファレンスは、要求されたプレゼンスが変化した場合にコンテンツ管理システ
ム１１０又は通知を要求する適用ユーザへ送信される。
【００６２】
　このインタフェースはまた、ユーザが、コンテンツアイテムにプレゼンスを有する他の
ユーザと通信するためのチャットインタフェース５３０を提供する。チャットインタフェ
ース５３０は、ユーザが他のユーザに参加してメッセージを受信することを可能にする。
プレゼンスの変化はまた、例えば、アマンダが今コンテンツアイテムを閲覧しているとい
う、チャットインタフェース５３０において示すこともできる。チャットインタフェース
５３０は、ユーザがアイテムの編集を終えることを予期している場合などに、そのコンテ
ンツアイテムに関する情報についてユーザが具体的に議論することを可能にしてもよい。
これらのチャットメッセージは、インタラクション管理モジュール２０４によりインタラ
クション情報として受信され、そのコンテンツアイテムと同期された他のクライアントへ
送信される。これにより、ネイティブアプリケーションがチャットの機能性を提供してい
ない場合であっても、コンテンツアイテムについてユーザは直接チャットをすることがで
きる。
【００６３】
　ノートユーザインタフェース５４０は、ユーザが、コンテンツアイテムと関連付けられ
て記憶されたノートを取得し、参加することを可能にする。ノートインタフェース５４０
が選択された場合、インタラクション管理モジュール２０４は、コンテンツアイテムに関
するコンテンツ管理システム１１０からの任意のノート又は他の持続情報を要求し、他の
同期された装置及びコンテンツ管理システム１１０へ送信される付加的なノートを入力す
るためのインタフェースと合わせて、任意のそのようなノートをユーザに表示する。チャ
ットウィンドウと同様に、これにより、コンテンツアイテムや、ノートの機能性をもとも
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と提供していないかもしれないユーザインタフェースを提供するアプリケーションに対し
て、付加的なノートを入力することが可能になる。ノート要素５４０はまた、コンテンツ
アイテム内に他のユーザがプレゼントしていない場合にも用いてもよく、コンテンツアイ
テムについての他のユーザに対するメッセージを残すために用いてもよい。
【００６４】
　コンテンツデータ要素５５０は、任意の関連するメタデータ、ユーザパーミッションそ
の他のような、コンテンツアイテムについての付加的なデータをユーザが要求することを
可能にする。これにより、ユーザは、コンテンツアイテムと関連付けられたユーザインタ
フェース要素に近いインタフェースから直接コンテンツ管理システムからのコンテンツア
イテムの詳細を要求することができる。
【００６５】
　同様に、バージョン要素５６０は、バージョン情報に対する要求を示す。インタラクシ
ョン管理モジュール２０４は、コンテンツアイテムに関するインタラクション情報として
、バージョン情報に対する要求をコンテンツ管理システム１１０へ伝送する。これに応じ
て、コンテンツ管理システム１１０は、そのコンテンツアイテムの関連するバージョン情
報を識別する。一実施形態において、以前のバージョンは、ユーザインタフェース要素に
表示されたコンテンツアイテムのバージョンと対象比較される。他の実施形態において、
以前のバージョンは、ユーザインタフェース要素においてインラインで比較される。
【００６６】
　図５Ｃは、他のコンテンツアイテムに関するプレゼンスにおける変化についてユーザが
通知されているユーザインタフェースを示している。この事例では、ユーザは、ユーザの
ジェフがコンテンツアイテム２の編集を終えた場合に通知されることを、前もって通知要
素５２０を用いて選択している。通知を要求した後、ユーザはコンテンツアイテム２に関
するウィンドウ３１０Ｂを閉じるために進み、現在はコンテンツアイテム１を閲覧してい
る。本実施形態において、プレゼンスインジケータ５００Ｄは、ユーザがこのコンテンツ
アイテムに関するプレゼンスを有する唯一のユーザであることを示している。これは図示
したように明確に示してもよいし（「他の誰もこのファイルを閲覧していない」）、ある
いは、ユーザがプレゼンスインジケータ５００Ｄとインタラクションを行った場合に提供
してもよい。インタラクション管理モジュール２０４は、ジェフがコンテンツアイテム２
の編集を終えたことの通知を受信する。通知５７０はユーザに表示される。この通知は、
その通知が関係するコンテンツアイテムとは異なる他のアプリケーション又はコンテンツ
アイテムとユーザがインタラクションを行っているかもしれないとしても提供される。
【００６７】
　図５Ｄは、コンテンツアイテムが修正されたという通知をユーザが受信したユーザイン
タフェースを示している。この例では、ユーザが閲覧しているコンテンツアイテム２の新
バージョンが他のユーザのジェフにより保存されている。インタラクション管理モジュー
ル２０４は、コンテンツアイテム２が修正され、新バージョンが利用可能であることを示
すメッセージをコンテンツ管理システム１１０から受信する。典型的には、ユーザの編集
をコンテンツ管理システム１１０と同期させることをユーザが試みた場合、そのユーザの
編集がコンテンツ管理システム１１０により維持されたバージョンに関して旧式であるこ
とからユーザの編集は失われるかもしれない。ユーザがコンテンツアイテムを編集してい
ることを示すプレゼンス情報を使用して、ユーザは、ジェフからの任意の編集をユーザの
編集に組み込むことを支援するための選択を提供されることができる。バージョン通知５
８０は、新バージョンに応じるための選択と合わせて、ユーザに提示される。この例では
ユーザは、新バージョンをロードすること、ユーザの編集を破棄すること、又は、ユーザ
の編集を新ファイルとして保存することを選択してもよい。以下にさらに説明するように
、ユーザが利用可能な特定の選択は、コンテンツ管理システム１１０が有する装置のプレ
ゼンス１００の記録に基づいて、コンテンツ管理システム１１０により提供されてもよい
。他の実施形態では、インタラクション管理モジュール２０４がユーザに表示するオプシ
ョンを判定する。
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【００６８】
　インタラクション管理モジュール２０４がウィンドウ３１０Ｂのネイティブアプリケー
ション２５５とは別個のアプリケーションである実施形態においては、プレゼンスインジ
ケータ５００は、インタラクション管理モジュール２０４により提供される。そこで、イ
ンタラクション管理モジュール２０４は、アプリケーションと関連付けられたプレゼンス
情報を監視し、アプリケーションと関連付けられたコンテンツアイテムに対する他のユー
ザに関するプレゼンス情報を表示する。他のウィンドウが有効化された場合、同一のイン
タラクション管理モジュール２０４は、有効化されたウィンドウに関するプレゼンス情報
を表示する。
【００６９】
　プレゼンスインジケータを表示するために、インタラクション管理モジュール２０４は
、他の装置に対するプレゼンス情報を、典型的にはコンテンツ管理システム１１０から受
信する。インタラクション管理モジュール２０４は、同期されたコンテンツアイテムがウ
ィンドウ又はプロセスにより使用中であること、及び、ウィンドウがユーザに表示されて
いることを判定する。例えば前述のように、インタラクション管理モジュール２０４は、
監視されているウィンドウ又はプロセスからプレゼンスイベントを受信してもよい。ウィ
ンドウがフォーカスを有することをプレゼンスイベントが示す場合、インタラクション管
理モジュール２０４はプレゼンスインジケータを表示に追加する。一実施形態におけるイ
ンタラクション管理モジュール２０４はまた、デスクトップにおけるウィンドウの移動を
追跡し、プレゼンスインジケータを移動させて、そのウィンドウに関するプレゼンスイン
ジケータの位置を維持する。
【００７０】
　一実施形態において、プレゼンスインジケータを表示に追加するために、インタラクシ
ョン管理モジュール２０４は、フォーカスされているウィンドウとその境界の位置を判定
し、ウィンドウの境界に隣接するプレゼンスインジケータを追加する。フォーカスされて
いるウィンドウが変更されたことをインタラクション管理モジュール２０４が識別した場
合、そのコンテンツアイテムに対するプレゼンスインジケータは、そのウィンドウが再度
フォーカスされるまで除去されてもよい。
【００７１】
　図６は、一実施形態に係る図１のコンテンツ管理システム１１０のコンポーネントを示
している。１つの構成において、コンテンツ管理システム１１０を参照して以下に説明す
るコンポーネントは、コンテンツ管理システム１１０による管理がなしにコンテンツアイ
テムを共有及び同期する装置１００に組み込まれる。これらの装置１００は、ネットワー
ク１２０越しに、あるいは、前述のように直接接続を介して、コンテンツを同期化し、イ
ンタラクション情報を共有してもよい。この構成において、装置１００は、同期モジュー
ル６１２、衝突管理モジュール６１４、インタラクション同期モジュール６１６、及び他
のモジュール、並びに、データストアの機能性を組み込んでもよく、これらはコンテンツ
管理システム１１０により提供されるものとして以下に説明する機能性を組み込む。した
がって、この構成の装置１００は、ピア・ツー・ピアの構成において動作し、コンテンツ
管理システム１１０あるいはネットワーク１２０がなくてもそのように動作してもよい。
【００７２】
　様々なコンテンツ管理サービスを促進するためにコンテンツ管理システム１１０を使用
する場合、ユーザは、コンテンツ管理システム１１０のアカウントを作成することができ
る。アカウント情報はユーザアカウントデータベース６１８に維持することが可能であり
、この機能を実行する１つの手段である。ユーザアカウントデータベース６１８は登録さ
れたユーザのプロフィール情報を記憶することができる。いくつかの場合、ユーザプロフ
ァイルの個人情報を、ユーザ名及び電子メールアドレスの少なくともいずれかのみとする
ことができる。もっとも、コンテンツ管理システム１１０はまた、例えば、パスワード回
復情報、デモグラフィックス情報、支払情報、及び他の詳細情報等の、付加的なユーザ情
報を許容するように構成することもできる。各ユーザは、ユーザＩＤやユーザ名等の識別
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子と関連付けられる。
【００７３】
　ユーザアカウントデータベース６１８はまた、例えば無料又は支払済みのようなアカウ
ントの種類、例えばファイル編集履歴のような各ユーザの使用情報、認可された最大スト
レージ空間、使用済みストレージ空間、コンテンツストレージの場所、セキュリティ設定
、個人コンフィギュレーション設定、コンテンツ共有データ等の、アカウント管理情報を
含むこともできる。アカウント管理モジュール６０４は、ユーザアカウントデータベース
６１８のユーザアカウントの詳細の更新及び取得の少なくともいずれかを行うように構成
することができる。アカウント管理モジュール６０４は、コンテンツ管理システム１１０
の任意の個数の他のモジュールとインタラクションを行うように構成することができる。
【００７４】
　アカウントは複数の装置１００と関連付けることができ、コンテンツアイテムはアカウ
ントと関連付けて記憶することができる。記憶されたコンテンツはまた、異なる挙動を有
する様々な種類のフォルダや、他のコンテンツアイテムのグルーピング法を有することが
できる。例えば、アカウントは、任意のユーザがアクセス可能なパブリックフォルダを有
することができる。パブリックフォルダはＷｅｂアクセス可能なアドレスを割り当てるこ
とができる。Ｗｅｂアクセス可能なアドレスへのリンクは、パブリックフォルダのコンテ
ンツにアクセスするために使用することができる。他の例では、アカウントは、写真コン
テンツアイテムを対象とし写真に適合した一定の属性及びアクションを提供する写真フォ
ルダと、音声ファイルコンテンツアイテムを再生し他の音声関連アクションを実行する能
力を提供する音声フォルダと、他の特定用途フォルダとを有することができる。アカウン
トはまた、複数のユーザアカウントにリンクされて利用可能な共有フォルダ又はグループ
フォルダを有することもできる。複数のユーザに対するパーミッションは共有フォルダに
対して異なってもよい。一実施形態において、アカウントは数人のユーザと関連付けられ
てもよい名前空間であり、数人のユーザの各々は名前空間とのインタラクションを行うた
めのパーミッションと関連付けられてもよい。
【００７５】
　コンテンツは、この機能を実行する１つの手段であるコンテンツストレージ６２０に記
憶されてもよい。コンテンツストレージ６２０は、１つのストレージ装置、複数のストレ
ージ装置、又は、サーバとすることができる。あるいは、コンテンツストレージ６２０は
、１つ以上の通信ネットワークを介してアクセス可能なクラウドストレージプロバイダ又
はネットワークストレージとすることができる。１つの構成において、コンテンツ管理シ
ステム１１０は、コンテンツアイテムを、それが装置で見えるのと同じ編成構造で記憶す
る。もっとも、コンテンツ管理システム１１０は、コンテンツアイテムを独自の順序、配
列、又は、階層で記憶することもできる。
【００７６】
　コンテンツストレージ６２０はまた、コンテンツアイテムを説明するメタデータ、コン
テンツアイテムの種類、及び、様々なアカウント、フォルダ、あるいは、グループに対す
るコンテンツアイテムの関係を記憶することもできる。コンテンツアイテムのメタデータ
は、コンテンツアイテムの一部と記憶することもできるし、あるいは、別個に記憶するこ
ともできる。１つの構成において、コンテンツストレージ６２０に記憶された各コンテン
ツアイテムは、システム内の固有の識別子を割り当てることができる。
【００７７】
　コンテンツストレージ６２０は、重複するコンテンツアイテム又はコンテンツアイテム
の重複するセグメントを識別することにより、必要なストレージ空間の量を低減させるこ
とができる。一実施形態において、例えば、コンテンツアイテムの所有者メタデータ（例
えば、所有者リスト）内にユーザの識別子を含めることにより、コンテンツアイテムのコ
ピーを１つだけ記憶し、１つのコピーの複製をリンクするポインタ又は他の機構を使用し
つつ、異なるユーザ間でコンテンツアイテムを共有してもよい。同様に、コンテンツスト
レージ６２０は、コンテンツアイテムへの変更、コンテンツアイテムの異なるバージョン
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（分岐バージョン木等）、及び、変更履歴を追跡するバージョン制御機構を使用して、コ
ンテンツアイテムを記憶する。変更履歴は、オリジナルのコンテンツアイテムのバージョ
ンに適用された場合に変更済みのコンテンツアイテムのバージョンを作成する、変更の集
合を含む。
【００７８】
　コンテンツ管理システム１１０は、同期モジュール６１２を使用して１つ以上の装置か
らのコンテンツアイテムを自動的に同期し、同期モジュール６１２はこの機能を実行する
１つの手段である。同期はプラットフォームにとらわれない。すなわち、コンテンツアイ
テムは、様々な種類、性能、オペレーティングシステム等の複数の装置１００をまたがっ
て同期される。例えば、クライアントアプリケーション２００は、コンテンツ管理システ
ム１１０の同期モジュール６１２を介して、装置１００のファイルシステムのコンテンツ
を、システム１１０の関連付けられたユーザアカウントのコンテンツアイテムと同期させ
る。クライアントアプリケーション２００は、指定フォルダ及びそのサブフォルダ内のコ
ンテンツアイテムに対するあらゆる変更を同期モジュール６１２と同期させる。そのよう
な変更には、ファイル又はフォルダの新規作成、削除、修正、コピー、又は、移動が含ま
れる。同期モジュール６１２はまた、装置１００と関連付けられたコンテンツへのあらゆ
る変更をクライアントアプリケーション２００に提供する。これは装置１００のローカル
コンテンツをコンテンツ管理システム１１０のコンテンツアイテムと同期させるものであ
る。
【００７９】
　衝突管理モジュール６１４は、異なる装置１００に位置するコンテンツアイテムのバー
ジョン間において何らかの不一致があるか否かを判定する。例えば、ある装置と第２の装
置においてコンテンツアイテムが修正された場合、各装置にコンテンツアイテムの異なる
バージョンが存在するかもしれない。同期モジュール６１２はそのようなバージョニング
の衝突を、例えば、コンテンツアイテム修正の修正時刻を識別することによって判定する
。衝突管理モジュール６１４は、例えば、バージョンをマージしたり、あるいは、後に提
出されたバージョンを装置に通知するなどの任意の適切な手段により、バージョン間の衝
突を解決する。
【００８０】
　ユーザはまた、ユーザインタフェースモジュール６０２により生成されたウェブインタ
フェースを介してコンテンツを閲覧又は操作することもできる。例えば、ユーザは、ウェ
ブブラウザ２５０の中で、コンテンツ管理システム１１０により提供されたウェブアドレ
スへナビゲートすることができる。ファイルの新バージョンのアップロード等の、コンテ
ンツストレージ６２０のコンテンツに対するウェブインタフェースを介してなされた変更
又は更新は、ユーザのアカウントと関連付けられた他の装置１００にも同期により反映さ
れる。複数の装置１００は単一のアカウントと関連付けられてもよく、そのアカウント内
のファイルは複数の装置１００の各々の間で同期される。
【００８１】
　コンテンツ管理システム１１０は、アプリケーションプログラミングインタフェース（
ＡＰＩ）を介して、様々な装置１００や、他のコンテンツ及び／又はサービスのプロバイ
ダとの間のインタフェースとなる通信インタフェース６００を有し、これはこの機能を実
行する１つの手段である。あるソフトウェアアプリケーションは、ＡＰＩを介してユーザ
に代わってコンテンツストレージ６２０にアクセスする。例えば、スマートフォン又はタ
ブレット型コンピュータ装置のアプリのようなソフトウェアパッケージは、ユーザがコン
テンツの読出し、書込み、作成、削除、共有、あるいは他の操作についてのクレデンシャ
ルを提供した場合に、プログラムにより直接コンテンツ管理システム１１０の呼出しを行
うことができる。同様に、ＡＰＩは、ユーザがウェブサイトを介してコンテンツストレー
ジ６２０の全部又は一部にアクセスすることを可能にする。
【００８２】
　コンテンツ管理システム１１０はまた、ユーザのクレデンシャル、セキュリティトーク
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ン、ＡＰＩコール、専用装置等を検証して、要求されたコンテンツアイテムへのアクセス
が認可されたものか否かを判定する認証モジュール６０６を有し、これはこの機能を実行
する１つの手段である。認証モジュール６０６は、ユーザアカウントに対してワンタイム
使用の認証トークンを生成することができる。認証モジュール６０６は、各認証トークン
に対して有効期間又は有効期限を割り当てる。認証トークンを要求装置へ送信することに
加えて、認証モジュール６０６は、生成した認証トークンを認証トークンデータベース６
２２に記憶することができる。認証トークンの正当性検証の要求を受信すると、認証モジ
ュール６０６は、ユーザに割り当てられた適合認証トークンを求めて認証トークンデータ
ベース６２２をチェックする。認証モジュール６０６が適合認証トークンを識別するとす
ぐに、認証モジュール６０６は、適合認証トークンがまだ有効か否かを判定する。例えば
、認証モジュール６０６は、認証トークンが失効していないか、あるいは、使用済み又は
無効なものとしてマークされていないかを検証する。認証トークンの正当性検証の後、認
証モジュール６０６は、使い捨てトークン等の適合認証トークンを無効化してもよい。例
えば、認証モジュール６０６は、適合認証トークンを使用済み又は無効なものとしてマー
クしたり、あるいは、適合認証トークンを認証トークンデータベース６２２から削除する
ことができる。
【００８３】
　コンテンツ管理システム１１０は、コンテンツを公開又は非公開で共有する共有モジュ
ール６１０を有する。コンテンツを公開で共有することには、コンテンツ管理システム１
１０とのネットワーク通信において任意のコンピュータ装置からコンテンツアイテムをア
クセス可能にすることが含まれうる。コンテンツを非公開で共有することには、コンテン
ツストレージ６２０のコンテンツアイテムを２つ以上のユーザアカウントとリンクづけす
ることで、各ユーザアカウントがコンテンツアイテムへのアクセスを有するようにするこ
とを含めることができる。コンテンツはまた、各種のユーザアカウントをまたがって共有
することもできる。
【００８４】
　いくつかの実施形態において、コンテンツ管理システム１１０は、コンテンツストレー
ジ６２０の各コンテンツアイテムの位置を識別し、クライアントアプリケーションがスト
レージ６２０内のコンテンツアイテムへのアクセスを要求することを可能にするコンテン
ツディレクトリを維持するコンテンツアイテム管理モジュール６０８を有し、これはこの
機能を実行する１つの手段である。コンテンツディレクトリのコンテンツエントリはまた
、コンテンツストレージ６２０のコンテンツアイテムの位置を識別するコンテンツポイン
タを有することができる。例えば、コンテンツエントリは、メモリ内のコンテンツアイテ
ムのストレージアドレスを指定するコンテンツポインタを有することができる。いくつか
の実施形態において、コンテンツエントリは、それぞれコンテンツアイテムの一部を含む
、複数の位置を指す複数のコンテンツポインタを有する。
【００８５】
　コンテンツパス及びコンテンツポインタに加えて、いくつかの構成におけるコンテンツ
エントリはまた、コンテンツアイテムへのアクセスを有するユーザアカウントを識別する
ユーザアカウント識別子を有する。いくつかの実施形態において、複数のユーザアカウン
ト識別子は、コンテンツアイテムが複数のユーザアカウントによる共有アクセスを有する
ことを示す単一のコンテンツエントリと関連付けることができる。
【００８６】
　コンテンツアイテムを非公開で共有するために、共有モジュール６１０は、コンテンツ
アイテムと関連付けられたコンテンツエントリにユーザアカウント識別子を追加し、これ
により追加されたユーザアカウントのコンテンツアイテムへのアクセスを許可する。共有
モジュール６１０はまた、コンテンツアイテムへのユーザアカウントのアクセスを制限す
るために、コンテンツエントリからのユーザアカウント識別子を削除するように構成する
こともできる。
【００８７】
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　コンテンツを公開で共有するために、共有モジュール６１０は、あらゆるウェブブラウ
ザが認証なしにコンテンツ管理システム１１０のコンテンツにアクセスすることを可能に
する、ＵＲＬ等のカスタムネットワークアドレスを生成する。共有モジュール６１０は、
生成されたＵＲＬのコンテンツ識別データを有し、これは後に、コンテンツ管理システム
１１０が要求されたコンテンツアイテムを正しく識別して返すために使用することができ
る。例えば、共有モジュール６１０は、生成されたＵＲＬにユーザアカウント識別子とコ
ンテンツパスを有するように構成することができる。ＵＲＬに含まれるコンテンツ識別デ
ータは、装置がコンテンツアイテムにアクセスするために、コンテンツ管理システム１１
０へ伝送することができる。ＵＲＬを生成することに加えて、共有モジュール６１０はま
た、コンテンツアイテムへのＵＲＬが作成されたことを記録するように構成することもで
きる。いくつかの実施形態において、コンテンツアイテムと関連付けられたコンテンツエ
ントリは、コンテンツアイテムへのＵＲＬが作成されたか否かを示すＵＲＬフラグを有す
ることができる。
【００８８】
　コンテンツ管理システム１１０は、単一のコンピュータ、又は、クラウドベースのコン
ピュータ実装を含む、コンピュータのネットワークを用いて実装してもよい。本明細書の
目的のために、コンピュータは、１つ以上のプロセッサ、メモリ、ストレージ装置、及び
、ネットワークリソースを有する装置である。コンピュータは、好適には、１つ以上の高
性能ＣＰＵ、及び、１Ｇ以上のメインメモリ、並びに、５００Ｇｂから２Ｔｂのコンピュ
ータ可読持続ストレージを有し、ＬＩＮＵＸ又はその変形等のオペレーティングシステム
を実行する、サーバクラスのコンピュータである。ここに記載のコンテンツ管理システム
１１０の動作は、ここに記載の機能を実行するために、ハードウェア、又は、コンピュー
タストレージにインストールされ、そのようなサーバのプロセッサにより実行されるコン
ピュータプログラムを介して制御することができる。これらのシステムは、ネットワーク
インタフェース及びプロトコル、データ入力のための入力装置、データの表示、印刷、あ
るいは他の提示のための出力装置を含む、ここに記載の動作に必要な他のハードウェア要
素を有するが、ここには記載していない。同様に、例えば、ファイアウォール、負荷分散
装置、フェイルオーバーサーバ、ネットワーク管理ツールその他のような従来要素は、シ
ステムの特徴を不明瞭にしないためにここには示していない。最後に、コンテンツ管理シ
ステム１１０の機能及び動作は、コンピュータシステム上での実装を要するほど十分複雑
であり、人間の精神における単なる知的ステップにより実行することができるものではな
い。
【００８９】
　インタラクション同期モジュール６１６は、装置１００をまたがったインタラクション
情報の同期を管理する。装置１００は、インタラクション同期モジュール６１６へインタ
ラクション情報を提供する。インタラクション同期モジュール６１６は、受信したインタ
ラクション情報の種類に基づいて、インタラクション情報に応答する。インタラクション
同期モジュール６１６がプレゼンス情報を使用してある種類のインタラクション情報に対
する応答を判定した場合、受信したプレゼンス情報の取り扱いが、以下にさらに説明する
インタラクション情報の追加的な種類の取り扱いとともに、まず記載される。
【００９０】
　インタラクション同期モジュール６１６は、装置からプレゼンス情報を受信し、プレゼ
ンスデータストア６２４内のプレゼンスレコードの一部としてそれを記憶し、コンテンツ
アイテムに関してユーザプレゼンスを判定する。各ユーザは、コンテンツアイテムに関す
るそのユーザと関連付けられたプレゼンスレコードを記述するユーザプレゼンスと関連付
けられてもよく、それは、何らの特定ユーザの装置、プロセス、又は、ユーザインタフェ
ース要素に対する参照を伴わなくてもよい。プレゼンス情報が特定のユーザインタフェー
ス要素又はプロセスに関するプレゼンスを記述してもよい一方で、ユーザと関連付けられ
たこのプレゼンスはユーザプレゼンスと呼ぶ。ユーザプレゼンスの例には、編集中、閲覧
中、オープン、及び、プレゼンスなしが含まれる。この例では、「編集中」のユーザプレ
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ゼンスは、コンテンツアイテムがそのコンテンツアイテムを修正したユーザインタフェー
ス要素と関連付けられていることを示し、「閲覧中」のユーザプレゼンスは、コンテンツ
アイテムが装置１００上のアクティブなユーザインタフェース要素と関連付けられている
ことを示す一方で、「オープン」のユーザプレゼンスは、ユーザインタフェース要素がコ
ンテンツアイテムと関連付けられ、コンテンツアイテムを開いたが、まだコンテンツアイ
テムを閉じていないことを示す。様々な実施形態は、より多く又はより少ないユーザプレ
ゼンスを使用してもよい。例えば、一実施形態は、「編集中」、「閲覧中」、及び、「プ
レゼンスなし」のみを有してもよく、その場合、コンテンツアイテムを開いたがアクティ
ブなユーザインタフェース要素ではないユーザインタフェース要素は、システムの構成に
従い、閲覧中またはプレゼンスなしとして扱われてもよい。
【００９１】
　図７は、一実施形態に係るユーザプレゼンスの順序付けを示す図である。図７に示す順
序付けは、各ユーザプレゼンスと関連付けられたコンテンツアイテムとのインタラクショ
ンの優先度を記載している。この例では、ユーザがコンテンツアイテムを編集中の場合、
ユーザは、コンテンツアイテムを閲覧中の場合よりも、より高い優先度のコンテンツアイ
テムとのインタラクションを有し、同様に、アクティブなユーザインタフェース要素にお
いてコンテンツアイテムを閲覧中であることは、開いた（オープンな）コンテンツアイテ
ムを有するユーザインタフェース要素よりも高い優先度のインタラクションである。
【００９２】
　ユーザは、数個の装置にまたがって、並びに、数個のプロセス及びユーザインタフェー
ス要素にまたがってコンテンツアイテムを開いてもよいため、順序付けは、そのユーザの
ユーザインタラクションの最も高い優先度を判定するために用いられる。これにより、ユ
ーザプレゼンスは、ユーザと関連付けられた様々な可能な装置及びユーザインタフェース
要素と関連付けられたユーザプレゼンスの最も高い優先度を反映することができる。この
ユーザプレゼンスは図５Ａに示すように表示のために装置１００へ送信され、最も高い優
先度のユーザインタラクションを示す単一のユーザプレゼンスが示されることを可能にす
る。
【００９３】
　図８は、コンテンツアイテムに関するプレゼンステーブル８００におけるプレゼンスレ
コードを示す図である。プレゼンステーブル８００は、例えば、プレゼンスデータストア
６２４に記憶されてもよい。インタラクション同期モジュール６１６により受信されたプ
レゼンス情報は、プレゼンスデータストア６２４における記憶のためにプレゼンスレコー
ドへ変換される。プレゼンスレコードがプレゼンスデータストア６２４に記憶された場合
、プレゼンスレコードは、例えば、コンテンツアイテムの識別子を鍵として使用して、キ
ー値ストレージに記憶してもよい。プレゼンステーブル８００は、プレゼンスデータスト
ア６２４により記憶されてもよいし、あるいは、インタラクション同期モジュール６１６
がプレゼンスデータストア６２４から取得した情報を概念的に表してもよい。
【００９４】
　この例では、プレゼンスレコードは、コンテンツアイテム、装置ＩＤ、ユーザＩＤ（便
宜上ここでは名前として表す）、ユーザインタフェース要素ＩＤ、プロセスＩＤ、及び、
プレゼンス情報を識別する。各固有の装置ＩＤ、ユーザインタフェース要素ＩＤ、及び、
プロセスＩＤの組み合わせは、プレゼンス情報と関連付けられている。この例では、プレ
ゼンステーブル８００において「プレゼンスなし」の装置は表されていない。プレゼンス
テーブル８００に示すように、個々のユーザ（ジム）及び装置（例えば、装置ＩＤ　３６
ａｂｅ８７）は、複数のプレゼンスレコードと関連付けられてもよい。この実施形態のプ
レゼンステーブルは、インタラクション管理モジュール２０４により提供される様々なユ
ーザ及び装置により動作される個別のプロセス及びユーザインタフェース要素に関する情
報を記述する。
【００９５】
　プレゼンス情報がインタラクション同期モジュール６１６により受信された場合、イン
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タラクション同期モジュール６１６は、プレゼンスデータストア６２４にアクセスして、
既存のプレゼンスレコードが受信したプレゼンス情報の装置ＩＤ、プロセスＩＤ、及びユ
ーザインタフェース要素ＩＤに適合するか否かを識別する。この情報に適合するレコード
が存在しない場合、新たなプレゼンスレコードが生成される。新たなユーザプレゼンスレ
コードの「ユーザＩＤ」は受信した情報に含まれてもよいし、あるいは、インタラクショ
ン同期モジュール６１６が他のモジュール又はデータストアに問い合わせて装置ＩＤと関
連付けられたユーザを識別してもよい。新たなプレゼンスレコードはプレゼンスデータス
トア６２４に記憶される。適合プレゼンスレコードがプレゼンスデータストア６２４にお
いて識別された場合、既存のプレゼンスレコードは、受信した情報に基づいて更新される
。（例えば、関連するウィンドウが閉じられたために）コンテンツアイテムはユーザイン
タフェース要素にもう関連付けられていないことを受信した情報が識別する場合、プレゼ
ンスレコードはプレゼンスデータストア６２４から削除されてもよい。
【００９６】
　この例では、インタラクション同期モジュール６１６はまた、プレゼンステーブル８０
０にプレゼンスレコードを記憶し、特定のプレゼンスイベントが発生した場合に通知され
るユーザの要求を反映する。様々な実施形態において、ユーザの通知要求は任意の適切な
手法により記憶してもよい。通知要求は、インタラクション同期モジュール６１６によっ
てインタラクション情報入力として通知要素５２０を介して受信され、その通知要求を受
信する装置によりインタラクション同期モジュール６１６へ送信される。通知要求は、例
えば、要求している装置や通知を要求するユーザ等の、通知要求を記述する十分な情報と
ともに記憶してもよい。要求を提供した装置をユーザがもう使用していない場合、ユーザ
は、代わりの装置を識別し、通知するために使用されてもよい。
【００９７】
　インタラクション同期モジュール６１６は、ユーザプレゼンステーブル８１０を生成し
て、コンテンツアイテムに関する現在のユーザプレゼンスを維持してもよい。他の実施形
態において、現在のユーザプレゼンスは、ユーザプレゼンステーブル８１０を使用せずに
記憶される。ユーザプレゼンステーブル８１０は、ユーザのユーザ装置と関連付けられた
プレゼンスレコードを反映する、ユーザのプレゼンスを示す。ユーザプレゼンスは、例え
ば、プレゼンスインジケータ５００に表示するために、装置１００により用いられる。こ
のようにして、ユーザは、数個の装置、プロセス、及び、ユーザインタフェース要素を用
いてコンテンツアイテムとのインタラクションを行ってもよいが、最も高い優先度のイン
タラクションを反映するプレゼンスのみが他の装置１００へ配信される。
【００９８】
　ユーザプレゼンスを判定するために、ユーザと関連付けられた各プレゼンスレコードか
らのプレゼンス情報が識別される。次に、最も高い優先度の順序付けを判定するために、
ユーザプレゼンスの順序付けに対してプレゼンス情報が適合させられる。一例としてユー
ザのジョンについて、ジョンは３つのユーザプレゼンスと関連付けられている。プレゼン
スレコードは、ジョンは１つのユーザ装置（ユーザインタフェース要素ＩＤが１の装置９
ｄ７５２３ｃ）のフォーカスされたウィンドウでコンテンツアイテムを閲覧中であり、装
置３６ａｂｅ８７の２つのユーザインタフェース要素では、コンテンツアイテムが１つ目
では編集中であり、２つ目では「オープン」であることを示している。図７に示す順序付
けを適用すると、「編集中」がジョンと関連付けられている最も高い順序のプレゼンスジ
ョンのユーザプレゼンスは、ユーザプレゼンステーブル８１０において「編集中」と設定
されている。
【００９９】
　プレゼンスレコードが修正された場合、ユーザプレゼンスはユーザプレゼンスにおける
あらゆる変更を反映するように更新される。例えば、ジョンの「閲覧中」のプレゼンスレ
コードが削除された場合、「編集中」のプレゼンスレコードが残存しているため、ジョン
のユーザプレゼンスは変更されない。同様に、ジョンの「編集中」のプレゼンスレコード
が「オープン」に変化した場合、ジョンと関連付けられたプレゼンスレコードの次に高い
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優先度のプレゼンスが反映されて、ジョンのプレゼンス状態は「閲覧中」に変化する。な
お、「閲覧中」のプレゼンスレコードは、他の装置ＩＤ（９ｄ７５２３ｃ）と関連付けら
れていることに留意されたい。したがって、ジョンのプレゼンスは、数個の装置、プロセ
ス、及び、ユーザインタフェース要素をまたがって正確に反映されている。
【０１００】
　図９は、一実施形態に係るプレゼンスレコードの修正とユーザプレゼンスの装置１００
の更新を行うプロセスを示す図である。一実施形態において、このプロセスは、インタラ
クション同期モジュール６１６によって行われてもよい。プレゼンス情報は、インタラク
ション同期モジュール６１６によって受信される（９００）。インタラクション同期モジ
ュール６１６は、前述のように、既存のプレゼンスレコードを修正し、あるいは、新たな
プレゼンスレコードを追加して、プレゼンステーブル８００のプレゼンスレコードを更新
する（９１０）。次に、インタラクション同期モジュール６１６は、更新されたプレゼン
スレコードと関連付けられたユーザのユーザプレゼンスを判定し、ユーザプレゼンスが更
新されたプレゼンスレコードによって変更されたか否かを判定する（９２０）。例えば、
ユーザプレゼンスにおける変化は、新たなユーザプレゼンスを判定し、その新たなユーザ
プレゼンスをユーザプレゼンステーブル８１０に記憶されたユーザプレゼンスと比較する
ことにより判定してもよい。ユーザプレゼンスが変更されていない場合、一実施形態にお
いて、プロセスは終了する。ユーザプレゼンスが変化した場合、ユーザプレゼンステーブ
ル８１０において、ユーザプレゼンスは更新される（９３０）。
【０１０１】
　一実施形態において、インタラクション同期モジュール６１６は、装置のユーザインタ
フェース要素が閾値時間内にプレゼンス情報を提供したか否かを判定する。ユーザインタ
フェース要素がプレゼンス情報を提供しなかった場合、インタラクション同期モジュール
６１６は、装置からプレゼンス情報を要求するか、又は、関連するユーザインタフェース
要素はのプレゼンスは終了した（「プレゼンスなし」）と考えてもよい。したがって、イ
ンタラクション同期モジュール６１６は、最近のプレゼンス情報を提供した各ユーザイン
タフェース要素に関する心拍を「予期」してもよい。閾値時間内にプレゼンス情報が全く
受信されなかった場合は、「プレゼンスなし」のプレゼンスがそのユーザインタフェース
要素に対して生成されてもよい。
【０１０２】
　次に、インタラクション同期モジュール６１６は、変更されたユーザプレゼンスに関し
て更新する装置を識別する（９４０）。一実施形態において、コンテンツアイテムと同期
されるあらゆる装置が更新される。他の実施形態において、プレゼンステーブル８１０は
、コンテンツアイテムと関連付けられたプレゼンスを有する装置を判定するために参照さ
れる。さらに、インタラクション同期モジュール６１６は、ユーザプレゼンスにおける変
化により何らかの通知がトリガされたか否かを判定する。記憶された通知がアクセスされ
、通知に対する状態がコンテンツアイテムに関する変更されたプレゼンスと比較される。
識別された装置を用いて、インタラクション同期モジュール６１６は、更新されたプレゼ
ンス情報を識別された装置へ送信する（９５０）。１つの構成において、ユーザプレゼン
スは、識別された装置へ提供される。他の構成において、付加的な情報もまた提供されて
もよい。このようにして、ユーザプレゼンス情報は、例えば、プレゼンスインジケータに
おいて、あるいは、通知要求に応じて、ユーザに実際に表示されてもよいユーザプレゼン
スに作用する場合にのみプレゼンス情報を配信するように、コンテンツ管理システム１１
０によって管理される。
【０１０３】
　装置１００によって提供される付加的なインタラクション情報もまた、インタラクショ
ン同期モジュール６１６によって処理される。そのようなインタラクション情報には、図
５Ｂを参照して説明したように、ユーザのプレゼンスが変化した婆に通知される要求、バ
ージン又はメタデータの情報の要求、チャットメッセージ、その他が含まれる。前述のよ
うに、通知要求は記憶され、プレゼンス状態が変化した場合に通知する装置を判定するた
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めに使用されてもよい。バージョンまたはメタデータが要求されると、インタラクション
同期モジュール６１６は、そのようなバージョン及びメタデータの情報をコンテンツスト
レージ６２０から取得する。コンテンツストレージ６２０に関して説明したように、イン
タラクション同期モジュール６１６はバージョン情報を提供してもよく、様々なコンテン
ツアイテムのバージョンに関して変更する。コンテンツアイテムに対するチャットメッセ
ージが受信された場合、インタラクション同期モジュール６１６は、プレゼンスデータス
トア６２４に問い合わせて、コンテンツアイテムに対する記憶されたプレゼンスレコード
と関連付けられた装置ＩＤを識別し、これらの識別された装置へチャットメッセージを配
信する。
【０１０４】
　コンテンツアイテムへの変更が装置によってなされた場合、プレゼンスレコードは、コ
ンテンツアイテムとインタラクションを行っている個別のユーザインタフェース要素を知
的かつ円滑に更新するために用いられてもよい。コンテンツアイテムに対するそのような
変化には、（例えば、他のフォルダまたはディレクトリへの）コンテンツアイテムの移動
、コンテンツアイテムの削除、及び、コンテンツアイテムの新バージョンのコミットが含
まれる。
【０１０５】
　図１０は、プレゼンス情報を使用してコンテンツアイテムに対する修正を同期させるプ
ロセスのフローチャートを示す図である。様々な実施形態に従い、このプロセスは、イン
タラクション同期モジュール６１６又はクライアントアプリケーション２００によって実
行されてもよい。コンテンツアイテムに対する変更が受信された場合（１０００）、影響
を受けたコンテンツアイテムに対するプレゼンスレコードがアクセスされて（１０１０）
、各ユーザインタフェース要素と関連付けられたプレゼンス情報が判定される（１０２０
）。ユーザインタフェース要素のプレゼンスとコンテンツアイテムへの変更に依存して、
アクションが実行するユーザインタフェース要素に対するクライアントアプリケーション
へ送信され、ユーザインタフェース要素をコンテンツアイテムへの変更に調和させる。
【０１０６】
　ユーザインタフェース要素が「オープン（開く）」プレゼンスと関連付けられていた場
合（すなわち、ユーザインタフェース要素はコンテンツアイテムとのインタラクションを
行ったが、ディスプレイにおいてアクティブなユーザインタフェース要素ではない）、ユ
ーザインタフェース要素を制御するプロセスへ送信されたアクションは、典型的には、コ
ンテンツアイテムの変化をシームレスに統合するようにプロセスに命令する（１０３０）
。例えば、コンテンツアイテムの新バージョンがコミットされた場合、プロセスは、閉じ
て（クローズ）、自動的に新たな変更されたコンテンツアイテムを再度開くように命令さ
れる。コンテンツアイテムが移動された場合、プロセスは、そのコンテンツアイテムを閉
じて、新たな位置でコンテンツアイテムを再度開くように命令されてもよい。コンテンツ
アイテムが削除された場合、プロセスはコンテンツアイテムを閉じるように命令されても
よい。プレゼンスレコードがユーザインタフェース要素は閲覧中であることを識別した場
合（例えば、装置上で現在アクティブなユーザインタフェース要素）、ユーザは、「オー
プン」のプレゼンス情報について説明したアクションを実行する前に通知されてもよい（
１０４０）。さらに、ユーザはコンテンツアイテムに対する一定の変化が通知され、さら
なるアクションを実行することが促されてもよい。ユーザは、コンテンツアイテムが他の
フォルダに移動されたかどうかを気にしないかもしれないが、ユーザは、コンテンツアイ
テムの削除又は修正を同期する前にコンテンツアイテムの現バージョンを保存するオプシ
ョンを好むかもしれない。このような状況におけるアクションには、例えば、補助的なユ
ーザインタフェースを介して、修正の同期を継続するか否か、現在のコンテンツアイテム
を保存するか否か、あるいは、変更せずに現在のコンテンツアイテムの閲覧を継続するか
否かの指示をユーザに求めることが含まれてもよい。
【０１０７】
　ユーザインタフェース要素がコンテンツアイテムの編集中と関連付けられていることを
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プレゼンスレコードが示した場合（例えば、ユーザインタフェース要素がコンテンツアイ
テムの未保存の修正と関連付けられている場合）、アクションは、ユーザが行った全ての
編集を含むコンテンツアイテムを保存するか、あるいは、コンテンツアイテムの未編集の
バージョンを保存するためのオプションをユーザに提示してもよい（１０５０）。例えば
、変更によりコンテンツアイテムが削除された場合、アクションには、修正されたコンテ
ンツアイテムを保存するオプションの提示を含む。変更によりコンテンツアイテムが移動
された場合、アクションは、編集済のコンテンツアイテムをコンテンツアイテムの新たな
位置と同期することを支援してもよい。例えば、アクションは、コンテンツアイテムのあ
らゆる修正を保存するようにクライアントアプリケーション２００に対して命令してもよ
い。
【０１０８】
　変更によりコンテンツアイテムの新バージョンがコミットされてユーザインタフェース
要素がコンテンツアイテムの修正と関連付けられた場合（例えば、編集中プレゼンス）、
アクションは、新バージョンをユーザに通知し、（既存のコンテンツアイテムとのバージ
ョニングの衝突を避けるために）他の文書へのユーザ変更の保存又はユーザ変更の破棄を
ユーザに促してもよい。アクションはまた、新たにコミットされたバーションを、ユーザ
インタフェース要素においてなされた修正とマージすることを試みてもよい。そのような
マージには、コンテンツアイテムへのコミットされた変更を識別し、コミットされた変更
をユーザインタフェース要素のコンテンツアイテムに組み込むことを試みるようにユーザ
装置に命令することが含まれてもよい。
【０１０９】
　図１１は、一実施形態に係るインタラクション情報のフォルダレベル表示を示す図であ
る。図１１に示す実施形態において、装置１００のユーザインタフェースモジュール２０
２は、同期されたコンテンツアイテムをナビゲートするためのブラウザ１１００をユーザ
に表示する。前述のように、同期されたコンテンツアイテムは、同期されたコンテンツア
イテムは、個別のフォルダ又は共有フォルダと関連付けられてもよい。ブラウザ１１００
はコンテンツ管理システム１１０と同期されたコンテンツアイテムを表示し、同期された
コンテンツアイテムとそのようなコンテンツアイテムの編成をユーザがナビゲートするこ
とを可能にする。図１１に示す例において、ブラウザ１１００は、共有フォルダに対する
コンテンツアイテムのコレクションを示している。このコレクションのビュー（例えば、
フォルダ）はまた、ブラウザ１１００により表示されるコンテンツアイテムの一定の「編
成」とも呼ばれる。共有フォルダの編成は階層的であってもよく、例えば、コレクション
内の数個の編成要素を含んでもよい。各編成要素は、編成内のコンテンツアイテムをさら
に編成するコンテンツアイテムである。例えば、編成要素の１つの種類はフォルダであり
、フォルダは、そのフォルダ内に１つ以上のフォルダを含んでもよい。例えば、コレクシ
ョン、集合、プレイリスト、あるいはコンテンツアイテムを編成及び管理する他の任意の
好適なグルーピングなどの、他の編成要素を用いてもよい。ユーザは、編成要素を選択し
、編成構造をナビゲートすることにより、コンテンツアイテムの編成を階層的にナビゲー
トしてもよい。ブラウザ１１００は、ブラウザ１１００に示されたコンテンツアイテムに
関するインタラクション情報を表示する。このようにして、ユーザは共有ないし同期フォ
ルダをナビゲートして、ユーザはコンテンツアイテムとのインタラクションを閲覧しても
よい。以下にさらに説明するように、これによりユーザは、共有フォルダ及びコンテンツ
アイテムとの現在及び最近のインタラクションを識別することができる。
【０１１０】
　一実施形態において、インタラクション情報がクライアントにより受信された場合、ク
ライアントは受信したインタラクション情報を共有フォルダ、任意の関連する編成、及び
、編成要素と関連付ける。例えば、コンテンツアイテムは、特定の共有フォルダ内のフォ
ルダＡと関連付けられてもよい。インタラクション情報は、コンテンツアイテム、共有フ
ォルダ、及び、フォルダＡと関連付けられてもよい。図１１に示すように、ブラウザ１１
００は、編成要素を含む数個のコンテンツアイテムを表示してもよい。この例では、ブラ
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ウザ１１００は、数個のフォルダ編成要素、並びに、「プロジェクトタスクリスト」及び
「第１四半期レベニューレポート」のコンテンツアイテムを示している。
【０１１１】
　共有コンテンツアイテムについてのインタラクション情報及び他の情報は、編成要素を
含む各コンテンツアイテムに対して状態インジケータ（具体的には、状態インジケータ１
１１０Ａ～１１１０Ｆ、一般に、状態インジケータ１１１０）を生成するために解析され
る。状態インジケータは、コンテンツアイテム又は編成要素に対するインタラクション情
報又は同期状態を表示する視覚情報を提供する。この例では、状態インジケータ１１１０
は、関連アイテム（コンテンツアイテム又は編成要素）が最新版であること、現在更新又
は修正を受けていること、あるいは、プレゼンス情報と関連付けられていることを示して
もよい。編成要素と関連付けられた状態インジケータは、編成要素に包含されるコンテン
ツアイテム及びさらなる編成要素を識別し、編成要素に包含されるアイテムの状態を表示
することにより、判定されてもよい。
【０１１２】
　この例では、状態インジケータ１１１０Ａは、フォルダ「納税申告書」がコンテンツ管
理システム１１０と現在同期されていることを示している。フォルダ「納税申告書」は、
他のユーザに共有されていない編成要素である。
【０１１３】
　状態インジケータ１１１０Ｂは、フォルダ「ミュージック」が修正を現在受信しており
、この編成要素内のコンテンツアイテムの状態をコンテンツ管理システム１１０と同期中
であることを示している。
【０１１４】
　状態インジケータ１１１０Ｃは、フォルダ「共有家計費」がコンテンツ管理システム１
１０と現在同期されていることを示している。このフォルダは、「共有フォルダ」の指定
により示されているように、他のユーザにより共有され、同期されている。
【０１１５】
　状態インジケータ１１１０Ｄは、「＋８」により示されるように、フォルダ「四半期レ
ベニューレポート」が、８人の他のユーザに関するプレゼンス情報と現在関連付けられて
いることを示している。この実施形態では、編成要素又はコンテンツアイテムに関するプ
レゼンス情報を有するユーザ数が、カウンタにより指定される。「四半期レベニューレポ
ート」に関するプレゼンス情報は、編成アイテムにより編成されたコンテンツアイテム及
び他の編成アイテムと関連付けられる。例えば、６人のユーザが、「四半期レベニューレ
ポート」のコンテンツアイテムに関するプレゼンス情報と関連付けられてもよい一方で、
２人のユーザが「四半期レベニューレポート」のさらなる編成要素と関連付けられてもよ
い。すなわち、２人のユーザがコンテンツアイテムとのインタラクションを行っていても
よい「四半期レベニューレポート」の中に、さらなるフォルダが存在してもよい。ユーザ
は「四半期レベニューレポート」を（ブラウザにより表示された編成としてではなく）１
つの編成要素として閲覧しているため、ブラウザは、「四半期レベニューレポート」内の
コンテンツアイテムと関連付けられた連結されたインタラクション情報の情報を表示する
。ユーザは、編成要素それ自体をブラウズするために、さらには、他のユーザにより閲覧
さもなくばインタラクション（例えば、編集）が行われているコンテンツアイテムを識別
するために、編成要素を選択してもよい。
【０１１６】
　同様に、状態インジケータ１１１０Ｅは、「＋２」により示されるように、フォルダ「
効率改善プロジェクト」が、２人の他のユーザに関するプレゼンス情報と現在関連付けら
れていることを示している。
【０１１７】
　状態インジケータ１１１０Ｆは、コンテンツアイテム「プロジェクトタスクリスト」が
、アイコンが表示されているユーザに対するプレゼンス情報と関連付けられていることを
示している。そのような情報を表示する様々な方法において、ユーザのアイコンが表示さ
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れてもよいし、又は、状態インジケータが＋１あるいは他の個別化されていないインジケ
ータを示してもよい。このようにして、ブラウザ１１００において、ユーザは、ブラウザ
のビューと関連付けられた様々なコンテンツアイテム及び編成要素に関するインタラクシ
ョン情報を閲覧してもよく、これにより、ユーザは、どのアイテム又は編成要素が他のユ
ーザによりインタラクションを行われているかを一見して把握することができる。
【０１１８】
　状態インジケータ１１１０に加えて、ブラウザ１１００はまた、様々な状態インジケー
タ１１１０と関連付けられたアクティブユーザリスト１１２０を表示してもよい。閲覧す
る個別のユーザを選択するために、ユーザは、フィルタアイコン１１５０とともに、アク
ティブユーザリスト１１２０とインタラクションを行ってもよい。例えば、ユーザは、ア
クティブユーザリスト１１２０のユーザ「ジョン」はアクティブであり、プレゼンス情報
と関連付けられていることを理解する。ユーザは、「ジョン」を選択するためにフィルタ
１１５０を選択してもよく、ユーザインタフェースモジュール２０２により管理されたブ
ラウザは、表示されているインタラクション情報を「ジョン」のみに関係する情報にフィ
ルタリングする。
【０１１９】
　加えて（あるいは、さもなければ）、ユーザは、アクティブユーザリスト１１２０のユ
ーザを選択して、ユーザがインタラクションを行っている一定のコンテンツアイテムを識
別してもよい。具体的には、そのユーザと関連付けられているプレゼンス情報が識別され
、結果生じるコンテンツアイテムが表示される。これにより、たとえ他のユーザが、編成
階層においてサブ・サブ・サブフォルダ又は他の深い編成要素におけるコンテンツアイテ
ムについてアクティブである場合であっても、そのユーザがアクティブなコンテンツアイ
テムをユーザが素早く識別することが可能となるようにしてもよい。したがって、閲覧中
のユーザは、コンテンツアイテムの編成内のどこで他のユーザがアクティブであるかを素
早く「発見」してもよい。
【０１２０】
　ブラウザ１１００はまた、ユーザに表示されているビュー、及び、現在表示されている
編成と関連付けられている様々なコンテンツアイテム及び編成要素に関するアクティビテ
ィフィード１１３０をも表示する。アクティビティフィードは、図５Ａ～図５Ｄに関して
議論したコンテンツアイテムのユーザのビューに関して説明したように、あらゆるインタ
ラクション情報を表示してもよい。例えば、アクティビティフィード１１３０Ａは、いつ
ユーザのプレゼンスが変化したか（例えば、コンテンツアイテムを開いた又は閉じた）を
表示する。アクティビティフィードアイテム１１３０Ｂは、ユーザがファイルの新バージ
ョンを保存したことを示し、図１０に関して前述したように、応答を選択するようにユー
ザに促している。ブラウザ１１００において、コンテンツアイテムへの修正は、その修正
がローカルコンテンツデータストア２０８への同期に成功するまで、アクティビティフィ
ード１１３０に表示されなくてもよい。
【０１２１】
　アクティビティフィードアイテム１１３０Cにより示されているように、一定の編成ア
イテム（例えば、フォルダ「効率改善プロジェクト」）又は一定のコンテンツアイテム（
例えば、コンテンツアイテム「Project Goals.txt」）に関するチャットメッセージがア
クティビティフィード１１３０に表示されている。同様に、アクティビティフィードアイ
テム１１３０Ｄ、１１３０Ｅに示すように、編成アイテム内のコンテンツアイテムに関す
るユーザのプレゼンスアクティビティにおける変化もまた表示されてもよい。
【０１２２】
　最後に、アクティビティフィード１１３０はまた、共有フォルダ、コンテンツアイテム
、又は、編成アイテムに関するメタデータに対する様々な変化をユーザに通知してもよい
。例えば、コンテンツアイテムへの修正、削除、若しくは、追加、あるいは、共有フォル
ダへの新ユーザの追加（１１３０Ｆ）などである。ユーザはまた、チャット要素１１４０
において、チャットメッセージ、又は、他のインタラクション情報を入力してもよい。こ
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のメッセージはユーザの編成ビューと関連付けられており、この例では、「マイワークス
ペース」共有フォルダと関連付けられている。これにより、ユーザは、コンテンツアイテ
ム若しくはフォルダ、あるいは、ブラウザ１１００それ自身からの共有フォルダについて
通信することができる。
【０１２３】
　このようにして、ブラウザ１１００は、コンテンツアイテムのネイティブアプリケーシ
ョンの入力をユーザに強いることなく、様々なコンテンツアイテム及び編成要素に関する
詳細なプレゼンス及びインタラクションの情報を表示し、ユーザがコンテンツアイテムに
ついての変化及びデータを一見して閲覧することを可能にする。
【０１２４】
　したがって、各ユーザインタフェース要素と関連付けられたプレゼンスは、コンテンツ
アイテムが修正された場合のユーザ体験を円滑にするために用いられる。そこで、ユーザ
がユーザインタフェース要素を閉じる前に、ユーザはコンテンツアイテム通知を通知され
てもよく、これにより、ユーザがそれを閉じた直後の同期によってコンテンツアイテムが
変化又は削除された場合にユーザが驚く可能性を低減する。
【０１２５】
　前述の本発明の実施形態は例示の目的のために提示されたものであり、網羅的であるこ
とや、本発明を開示されたとおりの形態に限定することを目的とするものではない。関連
分野の当業者は、上記開示を踏まえて多数の修正及び変形が可能であることを理解するこ
とができる。
【０１２６】
　本明細書のいくつかの部分は、情報に対する動作のアルゴリズム及び記号表現の観点か
ら本発明の実施形態を説明している。これらのアルゴリズム的な記述及び表現は、データ
処理分野の当業者により、その業績を他の当業者に効率的に伝えるために一般に用いられ
ている。これらの動作は、機能的、計算的、あるいは、論理的に記述される一方で、コン
ピュータプログラム、あるいは、同等の電子回路、マイクロコードその他によって実装さ
れることが理解される。さらに、これらの動作の配置をモジュールとして参照することは
、一般性を失わずに、便利な場合があることも証明されている。上述の動作及び関連付け
られたモジュールは、ソフトウェア、ファームウェア、ハードウェア、又は、これらの任
意の組み合わせにより実施してもよい。
【０１２７】
　本明細書に記載の任意のステップ、動作、あるいは、プロセスは、１つ以上のハードウ
ェアまたはソフトウェアのモジュールの、単独、又は、他の装置との組み合わせを用いて
、実行ないし実装してもよい。一実施形態において、ソフトウェアモジュールは、コンピ
ュータにより実行可能な、コンピュータプログラムコードを含むコンピュータ可読記憶媒
体を備えたコンピュータプログラム製品を用いて実装される。
【０１２８】
　本発明の実施形態はまた、上述の動作を実行する装置にも関連してもよい。この装置は
、所要の目的に合わせて特別に構成してもよいし、コンピュータに記憶されたコンピュー
タプログラムによって選択的に起動ないし再構成される汎用コンピュータ装置を備えても
よいし、あるいは、これらの両方でもよい。このようなコンピュータプログラムは、コン
ピュータシステムバスに結合してもよい、一時的でない有形のコンピュータ可読記憶媒体
、又は、電子命令を記憶するのに適した任意の種類のメディアに記憶してもよい。さらに
、本明細書で参照された任意のコンピュータシステムは、単一のプロセッサを含んでもよ
いか、あるいは、計算性能の増大のために複数プロセッサのデザインを採用しているアー
キテクチャであってもよい。
【０１２９】
　本発明の実施形態はまた、前述のコンピュータプロセスによって製作された製品に関し
てもよい。このような製品は計算プロセスの結果として生じた情報を備えてもよく、その
情報は一時的でない有形のコンピュータ可読記憶媒体に記憶され、本明細書に記載のコン
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ピュータプログラム製品又は他のデータの組み合わせの任意の実施形態を含んでもよい。
【０１３０】
　最後に、本明細書の使用言語は、主に可読性や教育上の目的のために選択されたもので
あり、発明対象を描写ないし制限するために選択されたものではない。したがって、発明
の技術的範囲は、発明の詳細な説明ではなく、むしろ本明細書が基づく特許出願において
発行されている任意の請求項によって定められることが意図されている。そのため、発明
の実施形態の開示は実例であることが意図されており、以下の特許請求の範囲に記載の発
明の技術的範囲を制限することを意図したものではない。

【図１】 【図２】
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